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一
般
質
問

　

本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

４
人
の
方
か
ら
次
の
７
項
目
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

☆
清
水
教
昭
議
員

○
こ
れ
か
ら
の
「
道
の
駅
阿
武

町
」
の
V
字
展
開
に
つ
い
て

○
教
育
と
文
化
を
通
し
心
豊
か
な

教
育
づ
く
り
を
な
す
施
策
に

つ
い
て

○
高
齢
者
の
多
様
性
の
中
で
、
大

人
の
時
間
と
向
き
合
う
た
め

に
☆
小
田
高
正
議
員

○
阿
武
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て

☆
市
原　

旭
議
員

○
「
一
次
産
業
」
と
直
売
所
の
関

係
に
つ
い
て

○
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
に
つ
い

て
☆
伊
藤
敬
久
議
員

○
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に
つ
い
て

※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

議
会
だ
よ
り
（
８
〜
10
P
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議　

案

◆
阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

過
疎
債
借
り
入
れ
の
た
め
、

「
海
岸
機
能
診
断
事
業
の
ハ
ー
ド

事
業
か
ら
ソ
フ
ト
事
業
へ
の
変

更
」
及
び
「
阿
武
小
学
校
特
別
支

援
教
室
増
築
事
業
の
追
加
」
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
過
疎
計
画
の
変

更
を
行
う
も
の
。

◆
阿
武
町
使
用
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

４
月
に
開
所
し
た
「
阿
武
町
暮

ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
料

金
を
、
新
た
に
使
用
料
条
例
に
追

加
す
る
も
の
。

◆
阿
武
町
高
齢
者
福
祉
複
合
施
設

い
ら
お
苑
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例

　

現
在
建
築
中
で
、
今
年
の
10
月

末
に
完
成
予
定
の
福
賀
地
区
の
高

齢
者
福
祉
複
合
施
設
に
係
る
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
新
た

に
制
定
す
る
も
の
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
「
阿
武
町
高
齢
者
福
祉
複
合
施

設
い
ら
お
苑
」
の
指
定
管
理
者
と

し
て
、
11
月
１
日
か
ら
５
年
間
、

社
会
福
祉
法
人
「
阿
武
福
祉
会
」

を
指
定
す
る
も
の
。

◆
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
、

及
び
、
阿
武
町
道
路
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

主
要
地
方
道
益
田
阿
武
線
の
改

良
工
事
に
伴
い
、
旧
県
道
を
町
道

「
存
行
司
床
並
線
」
と
し
て
、
延

長
を
追
加
認
定
し
、
そ
れ
に
伴
い

道
路
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

◆
平
成
30
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
1
回
）

　

４
月
の
人
事
異
動
及
び
共
済
組

合
負
担
金
の
料
率
の
確
定
に
伴
う

人
件
費
の
補
正
な
ど
、
今
回
の
補

正
額
は
３
５
７
０
万
９
０
０
０
円

の
増
額
で
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
、
27
億
５
８
７
０

万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
の
主
な
も
の

　

総
務
費
は
、
阿
武
町
暮
ら
し
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
や
、
砂
場
等
を
新
た
に
設
置
す

る
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ぶ
整
備
工

事
費
の
新
規
計
上
ほ
か
。

　

民
生
費
は
、
福
賀
高
齢
者
福
祉

複
合
施
設
の
備
品
及
び
竣
工
式
経

費
の
新
規
計
上
。

　

衛
生
費
は
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
の
新
規
計
上
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
農
地
中
間

管
理
関
連
事
業
に
よ
る
区
画
整
理

工
事
に
関
連
す
る
地
形
測
量
結
果

に
基
づ
い
た
計
画
構
想
を
作
成
す

る
た
め
の
委
託
料
及
び
、
農
地
管

理
を
軽
減
す
る
た
め
、
畦
畔
に
芝

を
吹
き
付
け
て
緑
化
を
図
る
畦
畔

管
理
省
力
化
実
証
事
業
補
助
金
の

新
規
計
上
。

　

商
工
費
は
、
危
険
防
止
を
図
る

道
の
駅
ち
び
っ
子
広
場
フ
ェ
ン
ス

設
置
工
事
の
新
規
計
上
。

　

教
育
費
は
、
特
別
支
援
教
室
が

整
備
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
特
別
支

援
学
級
及
び
通
級
指
導
用
に
係
る

表
示
用
教
材
の
テ
レ
ビ
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
等
の
購
入
経
費

及
び
、
７
月
22
日
に
開
催
が
決

ま
っ
た
阿
武
ス
イ
ム
ラ
ン
大
会
の

　平成30年第3回議会定例会が、6月21日から27日までの会期7日間で開かれ、提出議案8件、そし
て全員協議会での報告3件がいずれも慎重に審議され、原案どおり可決または承認されました。
　このうち、一般会計補正予算（第１回）では、福賀高齢者福祉複合施設の準備備品購入費の増額
などで総額3,570万9,000円を増額計上しています。

平成30年　第3回議会定例会（6月21日～27日）平成30年　第3回議会定例会（6月21日～27日）

建設中のいらお苑

畦畔に芝吹き付け
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福賀高齢者福祉複合施設準備備品購入費　500万円
道の駅ちびっ子広場フェンス設置工事　184万7,000円
阿武スイムラン補助金　140万円

一般会計総額 3,570万9,000円 増額補正で
予算総額は 27億5,870円9,000円に

■■■■■■

実
行
委
員
会
に
対
す
る
補
助
金
の

新
規
計
上
ほ
か
。

◆
4
つ
の
特
別
会
計
が
成
立

■
平
成
30
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算

　

人
件
費
の
増
額
。（
補
正
額
１
５

４
万
１
０
０
０
円
の
増
額
・
予
算

総
額
６
億
６
５
６
９
万
８
０
０
０

円
）

■
平
成
30
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算

　

人
件
費
の
減
額
。（
補
正
額
２
２

９
万
８
０
０
０
円
の
減
額
・
予
算

総
額
６
６
６
０
万
２
０
０
０
円
）

■
平
成
30
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

人
件
費
の
減
額
。（
補
正
額
８
０

０
０
円
の
減
額
・
予
算
総
額
６
億

４
８
８
９
万
２
０
０
０
円
）

◆
平
成
29
年
度
阿
武
町
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
の
繰
越

明
許
費
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

施
行
令
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結

果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

町
の
執
行
に
か
か
る
工
事
請
負

契
約
等
の
締
結
に
つ
い
て
次
の
８

件
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

〇
町
道
東
方
筒
尾
線
道
路
改
良
工

事
（
第
2
工
区
）（
５
４
５
万
４
０

０
０
円
・
小
田
産
業
㈱
）

〇
柳
橋
分
譲
宅
地
整
備
工
事
（
４

３
３
０
万
８
０
０
０
円
・
小
田
建

設
㈱
）

〇
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

（
農
業
集
落
排
水
事
業
）
木
与
地

区
機
能
強
化
対
策
マ
ン
ホ
ー
ル
改

修
工
事
（
2
工
区
）（
１
７
０
１

万
円
・
小
田
建
設
㈱
）

〇
阿
武
中
学
校
体
育
館
屋
根
修
繕

工
事
（
５
９
４
万
円
・
阿
武
建
設

㈱
）

〇
福
賀
小
学
校
体
育
館
身
障
者
用

ト
イ
レ
設
置
工
事
（
３
５
６
万
４

０
０
０
円
・
阿
武
建
設
㈱
）

〇
阿
武
町
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
空
調
設
備
更
新
工
事

（
８
４
０
万
２
４
０
０
円
・
㈱
西

日
本
設
備
サ
ー
ビ
ス
）

〇
阿
武
中
学
校
空
調
工
事
（
６
１

５
万
６
０
０
０
円
・
㈱
西
日
本
設

備
サ
ー
ビ
ス
）

〇
阿
武
町
版
総
合
戦
略
推
進
支
援

業
務
（
８
８
１
万
２
０
０
０
円
・

（
一
社
）
S
T
A
G
E
）

◆
㈱
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
そ
の
経
営
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

７
月
10
日
に
、
主
要

地
方
道
益
田
阿
武
線
完

成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
昭
和
の
大
合
併
以

降
、
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
っ
た
益
田
阿
武
線

（
福
賀
〜
奈
古
間
）
が

６
月
に
完
成
、
7
月
に

供
用
を
開
始
し
た
こ
と

を
記
念
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

式
典
に
際
し
て
花
田
憲
彦
町
長

は
「
昭
和
30
年
の
大
合
併
の
際
に

新
町
阿
武
町
建
設
計
画
に
盛
り
込

み
、
長
年
に
わ
た
っ
て
県
に
要
望

し
て
き
た
。
合
併
か
ら
63
年
余
り

昭
和
の
大
合
併
か
ら
の

　
　
　
　
　

懸
案
事
項
が
完
了
！

主
要
地
方
道
益
田
阿
武
線
完
成
式
典

供
用
開
始
さ
れ
た
福
賀
〜
奈
古
間

完成を記念したテープカット

経
っ
た
今
年
、
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
っ
た
道
路
改
良
が
完
了
し

た
。
産
地
か
ら
道
の
駅
ま
で
の
距

離
と
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
町
民
同

士
の
心
の
距
離
も
近
く
な
っ
て
く

る
。
通
勤
通
学
に
お
い
て
安
全
安

心
な
通
行
が
で
き
、
時
間
が
短
縮

で
き
る
こ
と
は
何
よ
り
も
喜
ば
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

ま
た
、
主
要
県
道
益
田
阿
武
線

の
早
期
改
良
を
求
め
る
会
の
藤
田

恒
代
副
会
長
は
「
福
賀
の
住
民
は

医
療
や
買
い
物
な
ど
萩
市
が
生
活

圏
で
あ
っ
た
が
、
益
田
阿
武
線
の

完
成
に
よ
り
こ
れ
か
ら
は
町
が
一

つ
と
な
っ
た
の
で
、
奈
古
が
生
活

圏
と
な
る
よ
う
ど
ん
ど
ん
出
掛
け

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。
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イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
と
は

何
で
す
か
？

地
上
配
備
型
の
、
弾
道
ミ
サ

イ
ル
迎
撃
シ
ス
テ
ム
の
こ
と

で
、
レ
ー
ダ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
迎

撃
用
ミ
サ
イ
ル
を
持
つ
ミ
サ
イ
ル

基
地
の
こ
と
で
す
。

な
ぜ
イ
ー
ジ
ス
艦
で
は
な

く
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア

が
必
要
な
の
で
す
か
？

北
朝
鮮
の
急
速
な
弾
道
ミ
サ

イ
ル
能
力
の
向
上
に
、
24
時

間
３
６
５
日
対
応
す
る
た
め
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ー
ジ

ス
艦
を
現
在
の
６
隻
か
ら
８
隻
に

増
や
す
計
画
で
す
が
、
整
備
や
補

給
、
訓
練
や
他
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

の
関
係
で
イ
ー
ジ
ス
艦
で
は
24
時

間
３
６
５
日
対
応
す
る
こ
と
が
困

難
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
む
つ
み
演
習
場
が
候
補

地
と
さ
れ
た
の
で
す
か
？

①
日
本
全
域
を
防
護
す
る
た

め
に
、
北
と
西
に
２
基
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
日
本
海
側
に
配
備

②
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
探
知
に
支
障

が
出
な
い
よ
う
、
な
る
べ
く
山

な
ど
遮
蔽
が
な
い
場
所
に
設
置

③
レ
ー
ダ
ー
と
発
射
台
を
適
切
に

設
置
で
き
る
よ
う
、
広
く
て
平

坦
な
敷
地
を
な
る
べ
く
確
保
で

き
る
場
所
に
設
置

④
レ
ー
ダ
ー
等
の
運
用
の
た
め

に
、
電
気
・
水
道
等
の
安
定
的

　

な
供
給
が
見
込
め
る
場
所
に
設

　

置

　

こ
れ
ら
４
点
の
条
件
を
満
た
す

こ
と
が
出
来
る
場
所
が
、
全
国
の

自
衛
隊
施
設
等
約
７
０
０
箇
所
を

調
べ
た
結
果
、
秋
田
市
新
屋
演
習

場
と
萩
市
む
つ
み
演
習
場
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
自
体

が
狙
わ
れ
て
、
他
の
ミ
サ
イ

ル
が
む
つ
み
演
習
場
に
向
か
っ
て

く
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
か
？

防
衛
省
は
「
そ
も
そ
も
攻
撃

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
も
の
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
も
日

本
を
防
護
す
る
た
め
に
導
入
す
る

シ
ス
テ
ム
で
、
敵
基
地
攻
撃
能
力

を
付
与
す
る
こ
と
は
な
い
」と
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
報
道
に
よ
る
と
「
全

く
攻
撃
さ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、

攻
撃
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
少
な
く
な

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

イージス・アショアってなに？イージス・アショアってなに？
～概要と阿武町との関係性～

阿武町とむつみ演習場の位置関係阿武町とむつみ演習場の位置関係

迎
撃
時
に
落
下
し
て
く
る
破

片
等
が
地
域
に
降
り
注
い
で

く
る
の
で
は
な
い
か
。

大
気
圏
外
で
の
迎
撃
に
よ
り

破
片
は
落
ち
て
く
る
間
に
燃

え
尽
き
る
の
で
住
民
の
方
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。ペ

ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
除
細
動

器
に
つ
い
て
、
メ
ー
カ
ー
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
「
レ
ー
ダ
ー
基

地
、
強
い
電
磁
波
を
発
生
す
る
機

器
な
ど
に
近
づ
く
こ
と
は
絶
対
に

避
け
て
く
だ
さ
い
」
と
書
い
て
あ

る
が
大
丈
夫
か
。

現
時
点
で
の
調
査
結
果
で
は

影
響
が
出
る
可
能
性
が
低
い

と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
今
後
し
っ
か
り
調
査
し
て

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

QAQAQA

Q

A

6
月
17
日

住
民
説
明
会
で
の

質
疑
応
答（
一
部
抜
粋
）

QAQA

0°（
中
国
・ロ
シ
ア
国
境
方
向
）

0°（
中
国
・ロ
シ
ア
国
境
方
向
）

56°（北朝鮮西端方向）

56°（北朝鮮西端方向）

130°（香港方向）130°（香港方向）

75°（
北
朝
鮮
末
端
方
向
）　

75°（
北
朝
鮮
末
端
方
向
）　

阿武町阿武町
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イージス・アショアってなに？イージス・アショアに関する
これまでの流れと住民の声

■これまでの流れ■

・６月21日に公示された防衛省による現地適地調査の入札広告は事実上の配
備計画の始まりと捉えている。
・説明会は急遽発表されたもので、論理的、合理的な説明がなされず、住民からの質疑にも「より
丁寧な説明をする」という言葉の繰り返しで、住民の不安や心配を招く結果となった。
・何より危惧しているのは有事の際、むつみ演習場が標的となる可能性がゼロではないということ。
・近距離には小学校をはじめ、保育園や建設中の高齢者福祉複合施設もあり、地域振興や移住定住
の足かせとなる。
・農作物や美しい自然など、これまで一生懸命努力し守ってきたものを風評被害などで失いたくな
い。小さな町にとってあまりにもリスクが大きい。

提出された「申し入れ書」、「嘆願書」及び「要望書」の概要

大野防衛大臣政務官から山口県、萩市、阿武町に対して、山口県萩市のむつみ演習場がイージ
ス・アショア配備候補地となった旨の説明。６月１日

福賀地区のうそんセンターで防衛省関係者による住民説明会を開催。（およそ２００人）

６月17日

役場本庁委員会室で全員協議会開催。（防衛省関係者から阿武町議会へ説明）

６月19日

「イージス・アショアの配備に係る適地調査の実施について（照会）」を山口県知事・萩市長・阿
武町長の連名で防衛省に提出。６月８日

中国四国防衛局から、イージス・アショアにかかる現地適地調査の一般競争入札公告および公
募に関する公示がなされる。６月21日

小野寺防衛大臣から山口県、萩市、阿武町に対して、イージス・アショア配備及び適地調査を
行うことに理解を要請。６月22日

「イージス・アショア配備計画の撤回を求める住民の会」から、「イージス・アショア配備計画
の撤回を求める申し入れ書」が提出される。７月２日

「農事組合法人うもれ木の郷女性部四つ葉サークル有志一同」から、「イージス・アショアむつ
み演習場配備計画の撤回を求める嘆願書」が提出される。７月５日

「福賀地区全１６自治会長及び全４農事組合法人代表理事組合長」から、「陸上型配備システム
（イージス・アショア）の陸上自衛隊萩市むつみ演習場への配備計画撤回の防衛省への申し入れ
を求める要望書」が提出される。

７月９日

防衛省から６月８日付けの照会に対して回答がなされる。６月15日



6

Q
．
た
め
池
付
近
は
砂
利
道
で
草

が
生
い
茂
り
進
入
で
き
な
い
。重
機

な
ど
を
使
い
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

A
．
基
本
的
に
は
関
係
者
が
管
理

す
る
が
、
轍
割
れ
な
ど
は
町
で
原

材
料
の
予
算
を
持
っ
て
い
る
の
で

支
給
す
る
。（
経
済
課
長
）

Q
．
宇
田
地
金
社
線
に
消
火
栓
が

１
箇
所
あ
る
が
、
大
井
川
か
ら
遠

い
の
で
消
火
栓
を
増
設
し
て
ほ
し

い
と
消
防
団
協
力
隊
の
方
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
。

A
．
重
要
度
、
地
域
性
な
ど
を
考

慮
し
順
次
設
置
し
て
い
る
。
設
置

箇
所
に
つ
い
て
は
地
元
や
消
防
団

と
話
を
し
な
が
ら
考
え
た
い
。（
総

務
課
主
幹
）

Q
．
町
道
宇
田
地
金
社
線
の
道
路

改
修
の
進
捗
状
況
は
。

A
．
現
場
確
認
し
た
が
あ
ぶ
の
里

事
務
所
か
ら
宇
田
地
に
向
か
う
道

で
穴
が
開
い
て
い
る
。
吉
岡
土
建

前
の
橋
を
渡
っ
た
三
差
路
も
薄
く

は
が
れ
て
い
る
。
あ
る
程
度
ま
と

め
て
今
後
対
応
し
た
い
。
当
面
は

砂
利
な
ど
で
段
差
を
な
く
す
よ
う

埋
め
て
対
応
し
た
い
。（
施
設
課
長
）

Q
．
町
道
の
法
面
に
亀
裂
が
あ
る

が
集
落
で
応
急
処
置
し
た
い
の

で
、
土
の
う
や
杭
の
準
備（
常
備
）

な
ど
援
助
を
お
願
い
し
た
い
。

A
．
大
変
有
り
難
い
話
。
原
材
料

や
土
の
う
な
ど
お
話
を
い
た
だ
い
て

対
応
し
た
い
。抜
本
的
に
改
良
が
必

要
な
場
合
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

自
治
会
で
行
わ
れ
る
場
合
で
も
ご

連
絡
い
た
だ
き
た
い
。（
施
設
課
長
）

Q
．
高
齢
化
や
若
い
人
も
学
校
行

事
な
ど
あ
り
、
草
刈
り
作
業
が
大

変
。
除
草
剤
を
薄
め
て
使
い
あ
ら

か
じ
め
枯
ら
し
て
お
け
ば
負
担
軽

減
に
な
る
と
思
う
。

A
．
道
路
に
生
え
る
草
は
や
っ
か

い
だ
が
、大
雨
時
に
法
面
の
崩
壊
を

防
ぐ
役
割
も
あ
る
。（
総
務
課
主
幹
）

　

地
域
の
了
解
が
取
れ
れ
ば
、
除

草
剤
の
使
用
は
問
題
な
い
。
町
道

法
面
舗
装
を
進
め
て
お
り
金
社
は

ま
だ
だ
が
、
優
先
順
位
の
中
で

や
っ
て
い
く
。（
施
設
課
長
）

Q
．
集
落
か
ら
の
意
見
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
は
曜
日
で

コ
ー
ス
が
変
わ
る
の
は
使
い
づ
ら

い
と
の
声
が
あ
っ
た
。

A
．
核
と
な
る
の
は
診
療
所
利
用

の
た
め
の
乗
車
と
捉
え
て
い
る
。

毎
日
運
航
と
な
る
と
コ
ス
ト
が
か

か
る
が
平
均
１
便
あ
た
り
１
人
と

い
う
現
状
の
中
、
平
成
30
年
度
で

よ
く
検
討
す
る
。（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
長
）

Q
．
福
賀
地
区
で
タ
ク
シ
ー
券
を

使
え
な
い
代
わ
り
に
、
診
療
所
に

行
く
ま
で
の
片
道
分
を
補
助
す
る

な
ど
、
別
の
形
で
タ
ク
シ
ー
券
の

代
替
は
で
き
な
い
か
。

A
．
営
業
所
が
奈
古
に
し
か
な
い

の
で
、
福
賀
の
中
で
使
う
こ
と
は

難
し
い
。
代
替
案
は
無
理
と
は
言

わ
な
い
が
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。（
民
生
課
長
）

Q
．
Ｊ
Ｒ
と
町
営
バ
ス
の
接
続
が

悪
い
。
商
工
行
き
の
時
間
に
合
わ

せ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
Ｊ
Ｒ

の
ダ
イ
ヤ
に
合
わ
せ
た
様
な
運
航

に
し
て
ほ
し
い
。

A
．
乗
り
継
ぎ
時
間
は
短
い
ほ
う

が
良
い
が
、
雪
の
関
係
な
ど
か
ら

乗
り
継
ぎ
10
分
と
し
て
い
る
。
夕

方
の
帰
り
利
用
を
想
定
し
て
い
る

の
で
、
昼
間
は
図
書
館
で
時
間
を

つ
ぶ
し
た
り
、
部
活
後
は
親
御
さ

ん
の
迎
え
協
力
が
必
要
と
い
う
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。（
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
長
）

Q
．
ゴ
ミ
袋
料
金
が
高
い
。
も
う

少
し
安
く
な
ら
な
い
か
。

A
．
ゴ
ミ
袋
の
商
品
と
し
て
の
料

金
で
は
な
く
、
廃
棄
物
処
理
の
手

数
料
と
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。ゴ
ミ

の
量
を
減
ら
す
意
識
啓
発
の
一
助

に
も
な
っ
て
い
る
。（
民
生
課
長
）

Q
．
集
落
維
持
や
後
継
者
問
題
な

ど
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
方
向
で

行
っ
た
ら
良
い
の
か
。

A
．
福
賀
地
区
で
の
統
合
の
話
は

毎
年
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

宇
田
な
ど
も
そ
う
だ
が
、
全
て
を

統
合
す
る
必
要
は
な
く
、
神
事
な

ど
個
別
で
残
し
て
い
る
部
分
も
あ

る
。
今
の
う
ち
か
ら
近
隣
の
自
治

会
と
話
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
役

場
と
し
て
も
お
手
伝
い
し
た
い
。

（
総
務
課
主
幹
）

Q
．
４
年
前
く
ら
い
に
自
治
会
で

集
ま
り
要
望
書
を
出
し
た
、
亀
山

十
王
堂
線
の
進
捗
状
況
は
。

A
．
今
年
度
測
量
経
費
等
を
計
上

し
て
お
り
、
今
年
度
限
り
で
は
な

い
。
大
雨
時
の
農
村
セ
ン
タ
ー
へ

の
う
回
路
と
し
て
整
備
予
定
。
９

０
０
ｍ
程
度
あ
る
の
で
、
何
年
か

は
か
か
る
が
で
き
る
だ
け
早
い
完

成
を
目
指
す
。（
施
設
課
長
）

Q
．
神
楽
舞
が
見
事
復
活
。
後
援

会
を
作
っ
て
寄
付
を
つ
な
ぐ
た
め

準
備
を
し
て
い
る
。町
か
ら
も
大
き

な
支
援
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。よ

り
一
層
応
援
を
お
願
い
し
た
い
。

A
．
受
注
生
産
な
の
で
花
博
に
間

に
合
う
幕
か
ら
始
め
る
が
、
地
域

の
方
が
地
域
の
伝
統
を
守
る
と
い

う
気
持
ち
が
大
事
。（
町
長
）

Q
．
道
の
駅
の
運
営
方
針
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
。

A
．
当
面
の
間
は
支
配
人
を
置
か

な
い
。
店
舗
の
中
に
部
門
ご
と
に

主
任
７
人
。
副
町
長
・
経
済
課

長
・
担
当
の
３
人
で
体
制
構
築
に

励
む
。（
経
済
課
長
）

　

駅
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
駅
か

ら
町
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り

を
し
た
い
。
道
の
駅
下
の
空
き
地

活
用
な
ど
総
合
的
な
町
の
拠
点
と

玄
関
口
に
し
て
い
き
た
い
。（
副
町

長
）

6月13日
福田中グループ
（中村・森見藤・宇田地・
金社・新生）

6月13日
福田中グループ
（中村・森見藤・宇田地・
金社・新生）

（のうそんセンター）（のうそんセンター）

まちづくり懇談会
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打
て
ば
響
く

町長
コラム

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
終
え
て

　

今
年
１
月
18
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

が
、
６
月
18
日
に
終
わ
り
ま
し

た
。
町
内
の
13
会
場
で
、
地
域
の

方
々
と
膝
を
つ
き
合
わ
せ
た
近
い

形
で
、
色
々
な
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

各
種
の
要
望
や
提
案
、
ま
た
、

ま
ち
の
将
来
に
対
す
る
素
敵
な
ア

イ
デ
ア
等
は
、
合
計
で
延
べ
99
人

の
方
々
か
ら
、
１
８
５
項
目
に
も

及
び
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
の
意
見
等
を
、
そ

の
背
景
を
含
め
て
お
聞
き
し
、
ま

た
、
私
や
関
係
課
長
等
の
回
答

も
、
思
い
を
込
め
て
さ
せ
て
頂
い

た
こ
と
は
、
大
き
な
収
穫
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
し
、
少
な
か
ら
ず

町
民
の
方
々
と
行
政
と
の
距
離
を

縮
め
る
一
助
に
は
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
場
で
お
答
え
出
来
た
こ

と
、
持
ち
帰
ら
さ
せ
て
頂
い
た
こ

と
、
将
来
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て

頂
い
た
こ
と
な
ど
色
々
あ
り
ま
す

が
、
１
つ
１
つ
の
ご
提
言
等
は
、

し
っ
か
り
と
記
録
し
、
１
つ
に
ま

と
め
て
自
治
会
長
さ
ん
に
お
返
し

し
、
一
方
で
、
議
会
や
町
執
行
部

で
共
有
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
ど
ん
な
形
で
も
結
構

で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
意
見
等
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Q
．
飯
谷
の
是
安
川
の
道
の
側
に

水
路
が
あ
り
、
水
路
と
道
の
間
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
あ
る
。
足
腰
が

悪
く
な
り
ま
た
が
ず
に
回
る
よ
う

に
な
り
、
足
場
も
少
し
悪
い
。
一

部
撤
去
で
き
な
い
の
か
。

A
．
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
車
両
等
の

転
落
防
止
の
た
め
に
設
置
し
て
い

る
。
道
路
の
進
入
路
は
一
部
空
い

て
い
る
が
、
今
の
ま
ま
で
は
間
隔

が
空
き
す
ぎ
る
。
新
た
に
支
柱
を

打
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
可
能
性

も
あ
り
、
特
注
品
が
必
要
な
場
合

も
。
す
ぐ
の
対
応
は
難
し
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
現
地
を
見
て
検
討

し
、
対
応
し
た
い
。（
施
設
課
長
）

Q
．
集
会
が
あ
っ
た
時
に
、
車
の

運
転
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
飯
谷

か
ら
萩
に
出
る
手
段
が
な
い
と
の

声
が
あ
っ
た
。

A
．
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
も
声

が
多
く
あ
り
、
一
つ
の
案
と
し
て

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
延

伸
を
行
っ
て
、
堀
越
公
会
堂
の
あ

た
り
ま
で
。
も
う
一
回
状
況
を
踏

ま
え
て
、
対
処
し
て
い
き
た
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）

　

公
共
交
通
機
関
（
路
線
）
が
ダ

ブ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
形
態
を

見
直
す
中
で
、
堀
越
は
実
現
に
向

け
て
見
直
す
。（
町
長
）

Q
．
高
齢
化
に
よ
り
集
落
の
維
持

が
困
難
。
空
き
家
へ
の
紹
介
以
外

に
人
を
呼
ん
で
来
る
方
法
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
．
農
業
な
ど
技
術
は
あ
る
か

ら
、
全
体
で
考
え
て
、
地
域
の
衰

退
を
押
さ
え
よ
う
と
思
え
ば
人
を

呼
び
込
み
教
え
て
育
て
る
こ
と
。

企
業
誘
致
を
と
言
わ
れ
て
も
北
浦

は
条
件
が
悪
い
の
で
な
か
な
か
来

る
と
こ
ろ
は
な
い
。
今
あ
る
も
の

を
掘
り
起
こ
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
。（
町
長
）

Q
．
人
の
繋
が
り
が
希
薄
に
な

り
、
連
帯
感
や
助
け
合
い
が
薄
く

な
っ
て
い
る
。
横
の
連
携
を
図
る

た
め
、
公
民
館
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、
組

織
や
体
制
を
整
え
て
ほ
し
い
。

A
．
行
事
を
立
て
る
中
で
ど
の
よ

う
に
主
体
性
を
持
つ
か
を
考
え
て

運
営
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

今
は
寿
齢
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
な
ど

限
定
し
て
い
る
が
、
公
民
館
活
動

は
誰
で
も
い
つ
で
も
で
き
る
よ
う

に
し
な
い
と
い
け
な
い
。（
教
育
長
）

Q
．
職
員
の
意
識
に
つ
い
て
。
町

内
で
は
大
き
な
企
業
に
な
る
。
地

域
で
は
地
域
人
だ
が
、
こ
こ
数
年

町
出
身
の
職
員
が
減
り
地
域
で
も

顔
が
見
え
な
い
。

A
．
誰
し
も
思
い
は
持
っ
て
い
る

が
知
識
や
経
験
が
無
い
。
ひ
と
つ

の
方
法
と
し
て
、
地
域
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
部
署
に
定
期
的
に

人
員
配
置
を
し
て
い
る
。
そ
う
い

う
こ
と
で
学
習
し
て
い
る
。（
町
長
）

Q
．
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
た
。町
長
は「
阿

武
町
も
関
係
自
治
体
で
あ
る
」と

言
っ
て
い
た
。町
有
地
を
防
衛
省
に

貸
し
出
し
て
い
る
と
の
事
だ
が
、

地
元
首
長
と
し
て
の
今
の
見
解
は
。

A
．
見
解
は
こ
こ
で
は
言
わ
な

い
。
ま
ず
は
大
き
な
誤
解
が
あ
る
。

元
々
、
広
域
農
道
は
雪
の
関
係
で

位
置
が
悪
く
、
進
入
路
を
建
設
し

た
。
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
た

め
で
は
な
い
。
あ
の
道
が
あ
る
か

ら
阿
武
町
は
関
係
市
町
と
な
り
、

関
係
が
あ
る
か
ら
こ
そ
説
明
に
も

来
た
。当
事
者
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

言
え
る
立
場
に
あ
る
。（
町
長
）

Q
．
栃
原
と
笹
尾
は
水
道
設
備
が

な
い
。
自
治
会
が
ま
と
ま
ら
な
い

と
出
来
な
い
の
か
。

A
．
ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
維
持
管

理
の
た
め
に
高
い
使
用
料
を
払
う

こ
と
も
。
飯
谷
の
よ
う
に
ま
と
ま

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
補
助
事
業
に

乗
る
こ
と
が
可
能
。
要
望
が
あ
れ

ば
メ
リ
ッ
ト
な
ど
説
明
会
は
出
来

る
。（
施
設
課
長
）

Q
．
亀
尻
に
ご
み
の
集
積
所
が
な

い
。
自
治
会
単
位
と
な
る
の
か
。

A
．
高
齢
者
の
方
の
ゴ
ミ
出
し
が

大
変
で
、
自
治
会
の
中
の
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
持
っ
て
い
く
の
も

難
し
い
。
今
後
、
自
治
会
長
さ
ん

宛
て
に
ゴ
ミ
出
し
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
予
定
。（
民
生
課
長
）

6月18日
福賀下グループ
（飯谷・上笹尾・
下笹尾・栃原）

6月18日
福賀下グループ
（飯谷・上笹尾・
下笹尾・栃原）

（上笹尾集会所）（上笹尾集会所）

まちづくり懇談会
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問　

道
の
駅
の
将
来
的
な
集

客
に
は
、
周
辺
を
整
備
し
、

あ
ぶ
特
有
の
自
然
を
活
か

し
、「
新
た
な
魅
力
」
を
発
信

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
は
、
高
速
道
路
等
、
物

理
的
要
因
に
よ
り
、
魅
力
の

な
い
町
や
目
的
地
と
な
ら
な

い
道
の
駅
で
は
、
一
気
に
通

過
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。

　

従
来
か
ら
、
独
創
的
で
他

の
市
町
に
は
な
い
、
町
内
外

の
ど
な
た
も
楽
し
め
、
新
た

な
価
値
と
産
業
を
生
む
終
日

滞
在
型
レ
ジ
ャ
ー
施
設
や
遊

漁
、
※
１

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

パ
ー
ク
な
ど
の
展
開
を
提
言

し
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
重
要
な
こ
と

は
、
①
山
陰
エ
リ
ア
戦
略　

②
海
岸
戦
略　

③
陸
地
戦
略

な
ど
を
「
組
み
合
わ
せ
た
考

え
」
が
必
要
と
思
う
が
、
町

づ
く
り
構
想
は
ど
こ
ま
で
進

み
、
ど
の
よ
う
な
形
で
具
体

化
し
て
い
く
の
か
、
新
た
な

町
づ
く
り
は
。

問　

道
の
駅
に
は
組
織
の
要

と
な
る
支
配
人
・
副
支
配
人

が
い
た
。
一
・
二
代
目
は
任

期
を
更
新
せ
ず
に
退
職
。
三

代
目
は
試
用
期
間
途
中
で
退

職
。
二
代
目
支
配
人
の
後

に
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
機
能

を
持
っ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

雇
い
、
職
員
中
心
の
体
制
で

運
営
を
行
っ
た
が
、
課
題
を

残
し
て
頓
挫
し
た
。
こ
れ
か

ら
学
ん
だ
原
因
と
課
題
、
そ

の
対
策
は
。

町
長　

原
因
の
全
て
は「
人
」

で
あ
る
と
判
断
す
る
。
組
織

の
要
と
な
る
、
支
配
人
に
求

め
ら
れ
る
人
格
は
「
店
を
運

営
す
る
資
質
」
や
「
従
業
員

を
動
か
す
能
力
」、「
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
」
と
考
え
る
。
今

後
、
重
要
な
立
場
の
従
業
員

を
採
用
す
る
時
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
実
績
や
ス
キ
ル
、
そ

し
て
人
と
な
り
も
含
め
て
判

断
を
す
る
。

問　

Ｖ
字
展
開
へ
は
、
指
数

評
価
が
で
き
る
期
限
の
設
定

と
そ
の
実
績
を
計
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
第

一
ス
テ
ッ
プ
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

各
部
門
に
主
任
を
置

き
、
そ
の
主
任
を
中
心
に
店

舗
の
運
営
を
展
開
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
主
任
が
、
ど

の
よ
う
に
運
営
を
す
れ
ば
お

客
様
に
喜
ば
れ
、
ま
た
次
回

も
立
ち
寄
り
た
い
駅
と
し

て
、
心
に
残
る
お
も
て
な
し

を
含
め
、
研
修
な
ど
で
自
己

研
鑽
を
し
て
も
ら
う
。
支
配

人
退
職
後
は
、
★

社
長
が
月

曜
日
と
木
曜
日
に
朝
礼
を
行

い
、
従
業
員
と
一
体
と
な
っ

て
「
お
も
て
な
し
日
本
一
の

道
の
駅
」
を
目
指
し
て
い
る
。

一
般
質
問  

第
3
回
定
例
会  

6
月
21
日

清水教昭 議員

問

問　

阿
武
町
内
の
小
中
学
校

で
の
「
不
登
校
の
児
童
生
徒

数
」の
実
態
に
つ
い
て
は
。

教
育
長　

文
部
科
学
省
の
、

平
成
28
年
度
不
登
校
に
関
す

る
調
査
研
究
会
議
資
料
に
よ

る
と
、
全
国
で
小
学
生
は
全

体
に
対
す
る
割
合
は
0.5
％
、

中
学
生
は
3.0
％
で
あ
る
。　

　

阿
武
町
は
、
平
成
30
年
５

月
末
で
不
登
校
の
児
童
生
徒

数
は
３
人
で
あ
る
。

　

要
因
を
全
国
的
統
計
か
ら

見
る
と
「
不
安
な
ど
の
情
緒

的
混
乱
」
と
「
無
気
力
」
で

あ
る
。
本
町
の
実
態
で
は

「
対
人
関
係
」
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

　

今
年
度
は
数
日
間
で
は
あ

る
が
登
校
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
３
人
と
も
修
学
旅
行
に

参
加
を
し
た
。

問　

阿
武
町
内
の
小
中
学
校

に
お
け
る
不
登
校
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
長　

不
登
校
解
消
へ
の

対
応
は
次
の
５
つ
の
視
点
で

行
っ
て
い
る
。

①
将
来
の
社
会
的
自
立
に
向

け
た
支
援　

②
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
支
援　

③
保
護
者

の
役
割
と
家
庭
へ
の
支
援　

④
将
来
の
社
会
的
自
立
の
た

め
の
学
校
教
育
の
意
義
・
役

割　

⑤
働
き
か
け
る
こ
と
、

関
わ
り
を
も
つ
こ
と
の
重
要

性
　

い
ろ
い
ろ
な
方
が
い
ろ
い

ろ
な
視
点
で
関
わ
り
を
も
っ

て
、
児
童
生
徒
の
理
解
や
必

要
と
し
て
い
る
支
援
を
見
極

め
、
社
会
総
が
か
り
で
取
り

組
み
、
状
況
の
改
善
を
図
っ

て
い
る
。

問　

高
齢
化
が
進
む
中
、
高

齢
者
の
相
談
等
で
の
、
対
応

施
設
で
あ
る
阿
武
町
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
所
は
、
建
屋

改
築
に
あ
た
ら
な
い
の
か
。

町
長　

阿
武
町
が
所
有
す
る

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
再

編
方
針
を
含
む
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
管
理
を
行
う
「
阿

武
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
を
策
定
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
根
幹
で
あ
る
公

共
施
設
の
安
全
性
や
機
能
の

維
持
、
適
正
配
置
の
実
現
と

平
準
化
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

　

こ
の
計
画
の
中
で
阿
武
町

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
建

物
は
、
他
の
公
共
施
設
と
比

べ
、
老
朽
化
し
て
い
る
と
ま

で
は
い
か
ず
、
維
持
管
理
施

設
と
し
て
、
必
要
な
補
修
や

改
修
を
行
い
、
長
寿
命
化
を

図
っ
て
お
り
、
当
面
は
改
築

を
考
え
て
い
な
い
。

　

平
成
29
年
度
相
談
件
数
は

１
万
３
３
９
３
件
で
、
相
談

者
宅
へ
直
接
出
向
い
て
の
対

応
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
来

所
さ
れ
て
の
相
談
は
３
０
０

件
程
度
で
あ
る
。

　

事
務
所
の
広
さ
に
つ
い
て

は
、
事
務
所
衛
生
基
準
規
則

の
省
令
か
ら
算
出
し
て
も
、

基
準
内
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
自
立
し
た
運
営

の
中
で
、
担
当
課
と
連
携
・

協
力
の
も
と
「
み
ん
な
が
主

役
、
誰
も
が
住
み
続
け
て
い

き
た
い
、
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
を
目
指
す
。

　

道
の
駅
阿
武
町
の

Ｖ
字
展
開
に
つ
い
て

Q　

社
長
と
部
門
主
任

を
中
心
に
店
舗
運
営

A

　

町
内
小
中
学
校
で

の
不
登
校
の
実
態
は

Q　

児
童
生
徒
の
理
解

や
支
援
の
取
り
組
み

を
図
る

A

　

社
会
福
祉
協
議
会

の
事
務
所
改
築
は

Q　

維
持
管
理
施
設
と

し
必
要
な
補
修
改
修
で

A

町
長

小田高正 議員

問 　

阿
武
町
の
将
来
的

な
展
望
に
つ
い
て

Q　

道
の
駅
の
周
辺
整

備
と
各
所
に
繋
が
る

動
線
の
整
備
を
図
る

A

道の駅朝礼

問教
育
長

問教
育
長

問町
長

問町
長

★道の駅阿武町は、第三セクターである（株）あぶクリエイションが運営。中野副町長が社長を勤めている。
※1 フィッシングパーク：釣り堀と、それを含めた複合施設。
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問　
「
打
て
ば
響
く
!　

地

域
に
寄
り
そ
う
町
政
」
を
掲

げ
町
内
13
箇
所
で
「
町
づ
く

り
懇
談
会
」を
開
催
さ
れ
た
。

そ
こ
で
の
意
見
は
、
漁
業
資

源
の
活
用
、
サ
ル
に
よ
る
農

業
被
害
対
策
、空
き
家
対
策
、

公
営
バ
ス
運
行
の
充
実
、
道

路
の
整
備
等
多
く
の
意
見
・

要
望
の
発
言
が
あ
っ
た
。
町

政
に
ど
う
生
か
さ
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
宇
田
郷
地
区
４
自

治
会
連
名
に
よ
る
道
路
・
河

町
長　

道
の
駅
は
、
地
理
的

に
も
機
能
的
に
も
阿
武
町
の

玄
関
口
で
、
年
間
客
数
は
40

万
人
を
超
え
る
。
近
年
、
山

陰
に
脚
光
が
当
た
り
、
日
本

ら
し
い
有
名
な
観
光
資
源
も

数
珠
つ
な
ぎ
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
海
岸
部
の
鮮
魚

を
扱
う
と
し
て
町
外
か
ら
人

気
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
町

長
就
任
以
来
、
各
市
長
に
北

浦
地
区
と
道
の
駅
相
互
の
連

携
を
訴
え
て
き
た
。

　

そ
し
て
今
後
、
こ
の
地
域

の
目
玉
と
な
る
の
が
萩
ジ
オ

パ
ー
ク
で
あ
る
。
阿
武
町
の

遠
嶽
海
岸
の
「
モ
ド
ロ
岬
」

を
始
め
と
す
る
奇
岩
や
景
観

は
、
地
質
的
な
価
値
が
高

く
、
ジ
オ
サ
イ
ト
と
し
て
、

大
き
な
集
客
力
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ご
指
摘
の
と
お

り
、
も
っ
と
海
を
楽
し
む
遊

漁
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
大
変

重
要
で
あ
り
、「
海
の
駅
」
の

よ
う
な
機
能
を
有
す
る
こ
と

は
、
他
の
道
の
駅
と
差
別
化

が
図
れ
る
。
ジ
オ
パ
ー
ク
と

も
連
携
し
て
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
や
遊
覧
船
な
ど
は
資
源
と

な
る
。
清
ヶ
浜
か
ら
惣
郷
鉄

橋
ま
で
見
所
の
海
岸
線
が
続

い
て
お
り
、
陸
か
ら
も
海
か

ら
も
重
要
な
資
源
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
景
観
を
活

か
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
や
※
２

Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
、
※
３

コ
テ
ー

ジ
、
※
４

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ

ス
な
ど
が
相
応
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
後
は
簡
易

宿
泊
所
で
あ
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
や
、
民
泊
法
の
施
行
を
踏

ま
え
て
民
泊
の
推
進
を
図
る

必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
今
後
は
道
の
駅

を
核
と
し
て
、
魅
力
増
進
の

た
め
の
周
辺
整
備
、
特
に
道

の
駅
下
の
遊
休
地
の
整
備
と

海
岸
の
活
用
、
奈
古
浦
地
域

の
※
５

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

清
ヶ
浜
や
筒
尾
、
福
賀
地

区
、
宇
田
郷
地
区
へ
の
動
線

づ
く
り
、
一
次
産
業
の
振
興

を
通
じ
た
外
貨
の
獲
得
と
地

域
内
消
費
を
通
じ
た
持
続
可

能
な
循
環
型
社
会
の
構
築
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

問　

農
業
経
営
に
お
い
て
は

従
来
型
の
稲
作
だ
け
で
は
収

益
が
あ
が
ら
な
い
。
町
内
で

も
稲
作
は
、
法
人
に
任
せ
て

果
樹
や
野
菜
作
り
を
さ
れ
る

方
や
、
高
齢
で
稲
作
を
あ
き

ら
め
家
庭
菜
園
を
さ
れ
て
い

る
方
も
多
い
。
町
で
は
、
特

産
品
開
発
に
力
も
入
れ
て
い

る
。
今
回
、
支
配
人
就
任
後

町
の
特
産
品
に
も
う
一
度
視

点
を
向
け
て
販
売
を
再
開
し

た
が
退
職
と
な
っ
た
。更
な
る

特
産
品
開
発
と
販
売
促
進
は
。

町
長　

福
賀
地
区
で
は
、
う

も
れ
木
の
郷
を
皮
切
り
に
4

法
人
が
地
域
の
農
地
、
農

業
、
地
域
作
り
を
担
っ
て
い

る
。
米
価
急
落
を
機
に
コ
シ

ヒ
カ
リ
か
ら
大
豆
、
飼
料
用

作
物
を
は
じ
め
酒
米
「
山
田

錦
」
等
へ
の
転
換
な
ど
農
業

経
営
の
厳
し
さ
を
感
じ
る
。

販
売
に
お
い
て
も
ハ
ゼ
か
け

米
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め

た
取
組
を
さ
れ
、
女
性
や
高

齢
者
の
収
穫
の
喜
び
を
分
か

ち
合
う
意
味
か
ら
も
加
工
品

を
製
造
さ
れ
て
お
り
、「
道
の

駅
阿
武
町
」
共
々
鮮
魚
、
野

菜
な
ど
阿
武
町
の
特
産
品
の

宣
伝
、
販
売
す
る
こ
と
が
使

命
と
な
っ
て
い
る
。
道
の
駅

に
つ
い
て
は
、
副
町
長
、
経

済
課
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と

り
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
よ

う
指
示
し
て
い
る
。
阿
武
町

フ
ァ
ン
の
獲
得
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
。

問　

防
衛
省
は
、
イ
ー
ジ

ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
配
備
先
候

補
地
と
な
っ
た
こ
と
を
県
へ

正
式
に
伝
え
た
。
知
事
は

「
す
で
に
地
元
で
は
不
安
が

高
ま
っ
て
お
り
、
国
に
丁
寧

な
説
明
を
求
め
て
、
住
民
の

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
る
こ

と
が
重
要
だ
。」、
政
務
官
か

ら
は
「
地
元
の
理
解
な
く
し

て
は
進
め
ら
れ
な
い
」
と
い

う
発
言
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
足
早
に
開
催
し
た
説

明
会
で
も
曖
昧
な
答
弁
が
多

く
不
安
を
助
長
し
た
。
こ
れ

ま
で
地
道
に
「
選
ば
れ
る
町

づ
く
り
」
を
推
し
進
め
て
い

る
小
さ
な
町
に
は
、
あ
ま
り

に
も
大
き
な
リ
ス
ク
で
は
。

町
長　

近
年
の
北
朝
鮮
情
勢

を
受
け
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防

衛
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
6
月
1

日
に
県
へ「
適
地
調
査
」を
行

い
た
い
旨
の
説
明
や
、
後
日

福
賀
で
住
民
説
明
会
、
議
会

へ
も
説
明
が
さ
れ
た
。
レ
ー

ダ
ー
照
射
や
ミ
サ
イ
ル
の
発

射
方
向
は
北
西
と
さ
れ
、
す

ぐ
隣
に
は
町
民
の
住
み
込
む

牧
場
、
さ
ら
に
数
百
m
の
位

置
に
は
宇
生
賀
集
落
、
3
㎞

範
囲
内
に
は
福
田
集
落
、
学

校
や
公
共
施
設
、
数
10
㎞
先

に
奈
古
、
宇
田
郷
地
区
が
所

在
し
て
お
り
、
全
町
が
危
険

性
の
高
い
地
域
で
あ
る
。
外

交
、
防
衛
施
策
は
、
国
の
専

権
事
項
で
あ
り
、
本
件
の
導

入
に
つ
い
て
意
見
す
る
立
場

に
無
い
が
、
一
方
で
町
長
と

し
て
、
住
民
の
安
全
安
心
、

健
康
や
幸
福
の
確
保
は
、
最

大
の
使
命
で
あ
る
。
国
は
、

適
地
調
査
を
し
て
し
っ
か
り

説
明
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス

だ
が
、
住
民
は
調
査
に
入
る

前
に
不
安
の
払
拭
を
求
め
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
説
明
会

で
は
、
具
体
性
、
科
学
性
に

欠
け
、
住
民
の
理
解
は
得
ら

れ
て
い
な
い
。
問
い
た
だ
す

べ
き
も
の
は
問
い
た
だ
し
て

い
き
、
今
後
と
も
各
方
面
や

議
会
と
も
協
議
し
な
が
ら
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

市原　旭 議員

伊藤敬久 議員

問

問

　

一
次
産
業
と
直
売

所
の
関
係
に
つ
い
て

Q　

阿
武
町
の
特
産
品

の
宣
伝
、
販
売
す
る

こ
と
が
使
命

A

　

イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
に
つ
い
て

Q　

住
民
の
安
全
安
心
、

健
康
や
幸
福
の
確
保

は
、
町
長
と
し
て
の

最
大
の
使
命

A

町
長

町
長

モドロ岬

町
長

問 　

「
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
」
の
意
見
・
要

望
を
町
政
に

Q　

１
８
５
項
目
の
意

見
・
提
言
は
町
政
に

生
か
す

A

※2 ＲＶパーク：キャンピングカー（モーターホーム）専用の滞在施設
※3 コテージ：山小屋。また、山小屋風の建物。キッチン、シャワーやトイレなどの設備が揃っているものが多い。
※4 トレーラーハウス：自動車で牽引する車輪のついた住宅。　※5 リノベーション：手を加えてよくすること。修復。再生。
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ち
び
っ
子
広
場

県
道
（
益
田
阿
武
線
）

サ
ン
ヨ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱

提
供

清水教昭  委員長

阿
武
町
使
用
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　

阿
武
町
暮
ら
し
支
援
セ

ン
タ
ー
の
使
用
料
金
は
ど
の

よ
う
に
設
定
し
た
の
か
。

答　

会
議
室
は
町
内
の
３
地

区
に
あ
り
、
午
前
・
午
後
６

０
０
円
、
夜
間
８
０
０
円
の

規
定
が
あ
る
。
こ
の
施
設
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場
と
し
て
位

置
づ
け
を
し
、利
用
し
や
す
い

料
金
に
し
た
。

※
6
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

は
類
似
の
場
と
し
て
、
県
が

作
っ
た
「
未
来
３
６
５
」
の

使
用
料
金
を
参
考
に
し
た
。

問　

稼
働
日
が
火
・
木
・
土

曜
日
に
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
の
運
用
に
つ
い
て
。

答　

稼
働
日
と
時
間
帯
は
原

則
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
以
外

に
必
要
が
あ
れ
ば
、
職
員
が

柔
軟
に
対
応
す
る
。

阿
武
町
高
齢
者
福
祉
複
合

施
設
い
ら
お
苑
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

問　

介
護
予
防
の
施
設
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
し

て
い
く
の
か
。

答　

指
定
管
理
者
を
決
定

し
、
具
体
的
な
事
業
を
詰
め

て
い
く
。
介
護
保
険
の
適
用

で
も
あ
り
、
予
防
拠
点
と
し

て
い
く
。
介
護
保
険
の
総
合

事
業
と
い
う
枠
組
み
で
検
討

す
る
。

問　

指
定
管
理
者
と
行
政
だ

け
で
な
く
、
住
民
の
声
が
反

映
を
さ
れ
る
機
会
が
あ
る
か
。

答　

施
設
に
つ
い
て
は
「
地

域
の
住
民
の
皆
様
方
、
利
用

者
の
ご
家
族
の
方
を
含
め
た

運
営
協
議
会
の
設
立
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ひ
だ

ま
り
の
里
、
清
光
苑
の
施
設

も
同
じ
で
あ
る
。
運
営
協
議

会
で
使
い
や
す
い
施
設
運
営

を
図
っ
て
い
く
。

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い

て問　

県
道
が
新
し
く
で
き
た

ら
、
元
の
県
道
が
町
道
に
移

管
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
す

で
に
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
な

の
か
。

答　

旧
県
道
は
町
の
方
へ
移

管
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
県

も
動
く
こ
と
に
な
る
。
従
っ

て
町
が
先
に
認
定
を
し
た
。

平
成
30
年
度
阿
武
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
一
回
）

問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の

目
的
と
、
そ
の
企
画
等
に
つ

い
て
。

答　

阿
武
町
暮
ら
し
支
援
セ

ン
タ
ー
の
、
単
独
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
費
用
で
あ
る
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
発

信
で
き
な
い
、
民
間
活
動
に

近
づ
い
た
部
分
を
発
信
し
て

い
く
。

問　

創
生
特
別
事
業
費
で
１

／
４
ワ
ー
ク
ス
費
用
の
具
体

的
な
用
途
は
。

答　

ス
イ
カ
栽
培
の
募
集

で
、
男
性
一
名
・
女
性
一
名

の
応
募
が
あ
っ
た
。
職
場
が

近
い
宇
生
賀
内
で
物
件
を
探

し
た
。
そ
こ
の
水
道
管
・
ボ

イ
ラ
ー
の
修
繕
費
用
で
あ
る
。

問　

道
の
駅
阿
武
町
の
入
り

口
に
あ
る
分
離
帯
改
良
の
詳

細
は
。

答　

道
の
駅
に
入
る
所
に
、

左
右
両
側
に
作
っ
た
分
離
帯

が
あ
る
。
道
の
駅
か
ら
出
る

車
で
、
萩
方
面
に
向
か
う
車

が
出
れ
る
だ
け
出
る
の
で
、

益
田
方
面
か
ら
道
の
駅
に
入

ろ
う
と
す
る
車
が
、
そ
れ
を

避
け
て
大
回
り
し
て
入
っ
た

時
に
、
分
離
帯
に
接
触
す
る

危
険
が
あ
る
た
め
に
改
良
す

る
。

問　

ち
び
っ
子
広
場
フ
ェ
ン

ス
設
置
工
事
に
つ
い
て
。

答　

道
の
駅
阿
武
町
の
ち

び
っ
子
広
場
か
ら
、
ボ
ー
ル

等
の
遊
具
が
国
道
に
飛
び
出

問答答 問

問 問問 答答答

問問 答答

答答 問問

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

6
月
21
日
開
催

る
と
、
自
動
車
を
運
転
す
る

側
に
危
険
で
あ
る
し
、
ま
た

幼
児
等
が
国
道
に
拾
い
出
た

ら
、
も
っ
と
大
変
な
こ
と
に

な
る
の
で
対
処
す
る
。

問　

水
道
技
術
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
は
だ
れ
が
受
け

る
の
か
。

答　

人
事
異
動
で
配
属
さ
れ

た
職
員
に
、
免
許
が
な
い
の

で
取
得
さ
せ
る
こ
と
に
し

た
。

問　

Ａ
Ｂ
Ｕ
※
7

ス
イ
ム
ラ

ン
大
会
の
決
ま
っ
た
経
緯

と
、
奈
古
夏
祭
り
と
イ
カ
ダ

大
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
。

答　

話
が
あ
っ
た
の
は
、
今

年
の
２
月
末
で
あ
る
。※
8

ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
経
験
者
の
仲

立
ち
で
ト
ラ
イ
ア
ル
連
合
の

事
務
局
と
話
を
し
た
。

　

連
合
か
ら
町
に
オ
フ
ァ
ー

が
あ
り
、「
是
非
、
海
の
綺

麗
な
阿
武
町
。
に
ぎ
や
か
な

道
の
駅
。
イ
カ
ダ
大
会
で
人

が
た
く
さ
ん
集
ま
る
所
で
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
奈
古

夏
祭
り
実
行
委
員
会
及
び
イ

カ
ダ
大
会
の
関
係
者
と
協
議

の
上
、
行
う
こ
と
で
決
定
を

し
た
。
県
の
大
会
で
あ
る

が
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
全
国

大
会
の
県
予
選
も
兼
ね
て
の

大
会
で
あ
る
。

答答 問問

川
等
の
改
善
要
望
に
つ
い
て

は
「
重
く
受
け
止
め
て
い

る
」
と
回
答
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

町
長　
「
打
て
ば
響
く
!　

地
域
に
寄
り
そ
う
懇
談
会
」

と
し
て
、
町
内
13
箇
所
を

５
ヶ
月
間
に
渡
り
実
施
し

た
。
小
さ
な
単
位
で
、
自
治

会
役
員
や
女
性
代
表
等
と
膝

を
交
え
て
の
発
言
は
、
99
人

か
ら
１
８
５
項
目
に
な
る
な

ど
、
積
極
的
な
話
し
合
い
が

で
き
、
建
設
的
な
意
見
・
提

言
が
参
考
と
な
っ
た
。
出
来

る
こ
と
は
即
実
行
、
要
点
を

ま
と
め
た
議
事
録
を
自
治
会

に
返
す
と
と
も
に
、
議
会
と

も
共
有
し
て
い
き
た
い
。

　

宇
田
郷
地
区
４
自
治
会

は
、
積
極
的
な
自
治
会
活
動

を
さ
れ
、
毎
年
、
町
道
等
の

改
善
要
望
は
合
同
で
内
容
を

吟
味
さ
れ
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
、
連
名
で
提
出
さ
れ
た

要
望
で
あ
る
か
ら
重
く
受
け

止
め
て
い
る
。
現
地
確
認
を

し
、
出
来
る
だ
け
予
算
に
反

映
さ
せ
た
い
。「
打
て
ば
響

く
!
即
対
応
、
即
実
行
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、

出
来
る
こ
と
は
速
や
か
に
実

行
し
、
出
来
な
い
こ
と
や
時

間
が
か
か
る
こ
と
は
理
由
を

伝
え
、皆
さ
ん
の
意
見
を
大
切

に
し
て
実
現
し
て
い
き
た
い
。

町
長

※6 コワーキング：事務所スペース、会議室、打ち合わせスペースなどを共有しながら独立した仕事を行うこと。
※7 スイムラン：２名１チームで、ゴールまで常に行動を共にして、スイム（泳ぐ）とラン（走る）を繰り返し行うスポーツ。
※8 トライアスロン：同じ一人の選手が遠泳・サイクリング・マラソンを一気に続けて行い、総計のタイムを競うレース。
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６
月
７
日
阿
武
町
企
業
誘
致
推

進
会
議
と
委
嘱
状
交
付
式
が
役
場

会
議
室
行
わ
れ
、
推
進
員
６
人
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

企
業
誘
致
推
進
員
は
、
阿
武
町

外
に
町
の
P
R
と
誘
致
の
働
き
か

け
、
情
報
収
集
や
情
報
交
換
を
任

務
と
し
、
施
策
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

会
議
と
委
嘱
状
交
付
式
に
は
田

中
氏
、
中
野
氏
、
田
口
氏
の
３
人

が
出
席
、
他
の
３
人
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
テ
レ
ビ
会
議
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

会
議
で
花
田
町
長
は
、「
こ
れ

ま
で
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
企
業
誘

致
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
委
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
経
て

企
業
誘
致
や
し
ご
と
作
り
に
努
め

て
参
り
た
い
。
今
後
定
期
的
な
会

合
も
持
っ
て
行
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
平
成
30
年
６
月

〜
平
成
32
年
５
月
ま
で
の
２
年
間

で
す
。

阿
武
町
企
業
誘
致
推
進
員
６
人
が
決
ま
る

　
　
　
　

第
１
回
企
業
誘
致
推
進
会
議
を
開
催

　

６
月
16
日
に
、
東
京
都
江
東
区

の
商
業
施
設
C
A
S
I
C
A
（
カ

シ
カ
）
で
、
阿
武
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
募
集
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
都
市
部
の
若
者
を
中
心
に
お

よ
そ
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

阿
武
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

鍋
倉
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た

こ
の
企
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
あ

の
マ
チ
で
ハ
ジ
マ
ル
６
人
ー
山
口

の
ハ
ジ
マ
ル
マ
チ
、阿
武
町
。ー
」。

　

前
半
は
鍋
倉
さ
ん
が
都
市
部
の

若
者
か
ら
見
た
阿
武
町
の
魅
力
を

説
明
。
続
い
て
総
合
戦
略
支
援
業

務
委
託
を
し
て
い
る（
一
社
）Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｇ
Ｅ
の
田
口
さ
ん
か
ら
、
阿
武

町
が
進
め
る
新
規
事
業
に
つ
い
て

説
明
が
さ
れ
、
こ
の
事
業
を
推
進

す
る
に
あ
た
り
募
集
を
予
定
し
て

い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
求
め

る
人
材
を
話
し
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
奈
古
地
区
で
古
道
具

屋sotto

（
ソ
ッ
ト
）
を
開
業
し

た
松
田
澪
衣
菜
さ
ん
を
は
じ
め
、

阿
武
町
と
萩
市
で
起
業
し
た
６
人

に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
。

「
小
さ
い
と
こ
ろ
で
ハ
ジ
マ
ル
意

味
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
企
業
に

就
職
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
起
業
と
い
う
形

で
実
現
し
た
経
緯
や
、
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
な
ど
貴
重
な
体
験

談
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

話
を
聞
い
た
参
加
者
に
は
阿
武

町
を
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
も
多

く
、
阿
武
町
を
さ
ら
に
好
き
に

な
っ
て
も
ら
う
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り

ま
し
た
。

都
市
部
で
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　

取
り
組
み
を
P
R

㈱ナベル
山口工場長
田中昌克さん
（５４歳）

農事組合法人木与
なぎさファーム代表
中野祥太郎さん
（６３歳）

一般社団法人
STAGE

田口壽洋さん
（３９歳）

奈古出身で東京で
活躍の起業家
池田誠一郎さん
（３６歳）

阿武町サポーターで
㈱コスモピア社長
田子みどりさん
（５７歳）

夫人の父が奈古出身の
㈱マス・ブレーン社長
嶋津眞治さん
（５１歳）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
イ
ベ
ン
ト

外から見た阿武町の魅力を伝える

起業者たちがトークセッション

　

萩
食
品
衛
生
協
会
功
労
者
等
の

表
彰
式
が
６
月
20
日
に
萩
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
山
口
県
萩

環
境
保
健
所
長
表
彰
の
食
品
優
良

施
設
と
し
て
福
賀
の「
四
つ
葉
サ

ー
ク
ル
」
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
長
年
に
わ
た

る
地
道
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。 四つ葉

サークルが
食品衛生表彰を

受賞

９：３０～１１：３０
　　阿武町役場
１３：１５～１５：３０
　　㈱ナベル山口工場
みなさんの積極的なご協力をお願いします。

阿武町に「移動採血車」が
　　　　　　やってきます！7/27㈮
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農
業
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足

に
対
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、
６
月

24
日
に
山
口
大
学

剣
道
部
の
学
生
が

う
も
れ
木
の
郷
で

草
取
り
交
流
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
年
で
６
回
目

を
迎
え
る
取
り

組
み
で
、
午
前
中

は
う
も
れ
木
の
郷

で
栽
培
し
て
い
る

〝
エ
コ
1
0
0
米
〞
の
田
の
草
取
り
作
業
に
没
頭
し
、
昼
食

で
は
夏
野
菜
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
、
宇
田
郷
定
置
網
か
ら
い

た
だ
い
た
ア
ジ
の
せ
ご
し
を
堪
能
。
午
後
の
草
取
り
作
業
と

並
行
し
て
、
女
性
部
と
一
緒
に
豆
腐
作
り
に
も
挑
戦
。
作
業

後
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
（
農
）う
も
れ
木
の
郷

四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
が
主

催
す
る
収
穫
体
験

〝
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
掘

り
〞
が
７
月
１
日
、
上

万
集
会
所
近
く
の
畑
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
４
回
目
と
な

り
、
３
月
下
旬
か
ら
男

爵
や
メ
ー
ク
イ
ン
な
ど

を
育
て
準
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
万
集
会
所
の
バ
ザ
ー
で
は
、
四
つ
葉
サ
ー
ク
ル

手
作
り
の
ト
ウ
キ
葉
素
揚
げ
を
の
せ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
、
う

も
れ
木
豆
腐
な
ど
の
販
売
も
あ
り
、
来
場
者
は
収
穫
と
特
産
品

を
満
喫
で
き
る
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
隣
市
町
か
ら
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
に
ぎ
や

か
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

じ
ゃ
が
い
も
が

ご
ろ
ご
ろ
と

じ
ゃ
が
い
も
が

ご
ろ
ご
ろ
と

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

美
味
し
い
カ
レ
ー
を

お
か
わ
り
！

美
味
し
い
カ
レ
ー
を

お
か
わ
り
！

豆
腐
作
り
に
挑
戦

豆
腐
作
り
に
挑
戦

腰を屈めて草取り作業腰を屈めて草取り作業

四つ葉サークル企画
“じゃがいも掘り掘り”
四つ葉サークル企画
“じゃがいも掘り掘り”

　

福
賀
特
産
〝
ミ
ネ
ラ
ル
す
い
か
〞

の
出
荷
式
が
７
月
９
日
、
あ
ぶ
ら
ん

ど
萩
農
協
福
賀
集
出
荷
場
で
行
わ

れ
、
自
慢
の
ス
イ
カ
が
全
国
各
地
へ

向
け
て
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
福
賀
す
い
か
部
会
会
長
の

木
村
武
和
さ
ん
（
宇
生
賀
中
央
）
が

「
今
年
は
U
タ
ー
ン
で
新
規
就
農
者
１
人
と
、
町
の
事
業
で

あ
る
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
で
都
市
部
か
ら
２
人
の
若
者
が
援
農

し
て
い
る
。
我
が
子
を
育
て
る
が
ご
と
く
、
育
て
た
す
い
か

を
皆
さ
ん
愛
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

今
年
福
賀
で
は
、
６
戸
の
農
家
が
2.4　

で
す
い
か
栽
培
を

し
て
お
り
、
出
荷
量
1
0
0
ｔ
（
１
万
玉
）、
販
売
額
２
５

０
０
万
円
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ご賞味あれ！ご賞味あれ！

今
年
の
出
荷
目
標
は
大
台
の
１
万
玉
！

　
　
　
　
　

福
賀
ミ
ネ
ラ
ル
す
い
か
出
発
式

今
年
の
出
荷
目
標
は
大
台
の
１
万
玉
！

　
　
　
　
　

福
賀
ミ
ネ
ラ
ル
す
い
か
出
発
式

　

７
月
２
日
に
、
阿
武

町
道
の
駅
で
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の

Ｐ
Ｒ
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
阿
武
町

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
推
進
委
員
会
の
方
々

が
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
黄

色
い
羽
根
な
ど
を
来
客

者
に
配
り
ま
し
た
。

　

法
務
省
が
主
唱
す
る
こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
、
今
年
は
、
「
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務
所
か

ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら
す
こ
と
」
や
、「
薬
物
依
存

か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰
を
長
期
的
に
支
え
る
地
域
の
環
境

を
作
る
こ
と
」
等
を
重
点
事
項
と
し
て
運
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

７
月
10
日
に
阿
武
小
学
校
で
、「
地
産
地
消
給
食
交
流

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
瑞
々
し
い
す
い
か
を
味
わ
っ
た

後
に
は
、
す
い
か
部
会
の
梅
田
将
成
さ
ん
が
福
賀
の
す
い
か

に
つ
い
て
「
１
株
１
果
ど
り
で
大
き
く
育
っ
た
す
い
か
で

す
。
道
の
駅
で
も
買
え
る
の
で
、
今
度
は
ご
家
族
で
味
わ
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
説

明
。
交
流
会
後
に
は
す
い

か
一
玉
を
持
ち
上
げ
よ
う

と
児
童
達
が
挑
戦
。
３
、

４
人
で
よ
う
や
く
浮
き
上

が
る
ほ
ど
、
重
く
丸
々
と

育
っ
た
福
賀
の
す
い
か
に

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し

た
。

このシャリ感がたまらない！このシャリ感がたまらない！

大
き
く
育
っ
た
す
い
か
を
堪
能

　
　
　
　
　
　
　
　

地
産
地
消
給
食
交
流
会

大
き
く
育
っ
た
す
い
か
を
堪
能

　
　
　
　
　
　
　
　

地
産
地
消
給
食
交
流
会

ha

社会を明るくする運動
道の駅で啓発活動を実施
社会を明るくする運動
道の駅で啓発活動を実施

道の駅でPR活動道の駅でPR活動

うもれ木の郷が
山大剣道部と草取り交流
うもれ木の郷が

山大剣道部と草取り交流



13

　
「
海
維
新
の
志
士　

体

験
塾　

日
本
海
コ
ー
ス
」

が
６
月
24
日
、
阿
武
町
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
の

海
で
ど
ん
な
人
が
働
き
、

海
を
ど
の
よ
う
に
守
る
か

を
学
ぶ
教
室
で
、
県
内
各

地
か
ら
参
加
し
た
小
学

５
・
６
年
生
10
人
の
子
ど

も
た
ち
は
、
初
め
に
清
ヶ

浜
で
鳴
き
砂
の
海
岸
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
に
は
花
田
町
長
も
参
加
。
ゴ
ミ
袋
を
手
に
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
拾
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
宇
田
郷
漁
港
を
訪
ね
、
魚
の
水
揚
げ
を
見
学
し
た

後
、
尾
無
漁
港
に
移
動
し
、
漁
師
さ
ん
か
ら
魚
の
さ
ば
き
方

を
習
っ
た
り
、
水
揚
げ
し
た
ば
か
り
の
魚
料
理
を
味
わ
い
ま

し
た
。

　

昼
食
後
は
定
置
網
の
漁
船
を
見
学
し
た
り
、
漁
網
の
修

理
、
漁
師
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
学
び
、
最

後
に
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

の
乗
船
で
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

　

体
験
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
は
「
将
来
の
夢
は
漁
師
に

な
っ
て
み
ん
な
に
喜
ん
で
も

ら
う
こ
と
」
「
み
ん
な
で
協

力
し
合
っ
て
海
を
き
れ
い
に

し
て
い
っ
た
ら
い
い
」
な
ど

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
９
日
に
大

阪
の
太
閤
園
で
、

平
成
30
年
度
「
第

１
２
９
回
関
西
山

口
県
同
郷
会
」
が

開
催
さ
れ
、
山
口

県
副
知
事
を
始
め

総
勢
３
０
０
人
参

加
の
も
と
、
阿
武

町
出
身
者
ら
30
人

が
参
加
。
町
か
ら

花
田
町
長
も
参
加

し
、
わ
が
町
自
慢

の
阿
武
町
の
P
R

コ
ー
ナ
ー
や
物
産

展
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
次
会
は
阿
武
町
関
係
者
だ
け
で
場
所
を
変
え
、

町
長
を
囲
ん
だ
阿
武
町
会
が
開
催
さ
れ
、
冒
頭
、
阿
武
町
企

業
誘
致
推
進
員
に

委
嘱
さ
れ
た
嶋
津

眞
治
さ
ん
（
姫
路

市
）
に
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
、
参
加

者
か
ら
は
ふ
る
さ

と
阿
武
町
の
振
興

に
向
け
た
ア
イ
デ

ア
も
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

同郷の参加者と席を囲む

企業誘致推進員へ委嘱状を交付

漁師直伝のさばき方

海維新の志士たち

関
西
山
口
県
同
郷
会
及
び

　
　

阿
武
町
会
に
出
身
者
ら
３０
人

関
西
山
口
県
同
郷
会
及
び

　
　

阿
武
町
会
に
出
身
者
ら
３０
人

　

首
都
圏
在
住
の
阿
武

町
出
身
者
等
で
組
織
す

る
、
同
郷
会
「
東
京
ふ

る
さ
と
阿
武
町
会
」
の

第
５
回
大
会
が
６
月
16

日
、
東
京
都
品
川
区
の

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
イ
ン
東
京
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
町
外
在
住
者

に
も
ふ
る
さ
と
阿
武
町

を
応
援
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
、
サ
ポ
ー
ト
町

民
組
織
化
事
業
に
よ
り

都
市
住
民
と
の
交
流
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
広
報
あ
ぶ
の
有
料

購
読
者
な
ど
に
広
く
呼
び
か
け
を
行
い
設
立
さ
れ
た
も
の

で
、
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

総
会
で
は
阿
武
町
福
賀
の
出
身
で
同
会
会
長
の
三
木
正
市

さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
の
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
を

行
っ
た
あ
と
、
今
年
度
阿
武
町
企
業
誘
致
推
進
員
に
任
命
さ

れ
た
池
田
誠
一
郎
さ
ん
と
田
子
み
ど
り
さ
ん
に
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
懇
親
会

で
は
３
地
区
の
出
身
中
学
の
校
歌

を
斉
唱
す
る
な
ど
、
旧
交
を
温
め

て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
東
京
ふ
る
さ
と
阿
武
町
会
」
は

首
都
圏
在
住
の
阿
武
町
出
身
者
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
来
年

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
ま
ち
づ

く
り
推
進
課　

☎
０
８
３
８
８
ー
２
ー
３
１
１
１
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

かけがえのないふるさとへの思い
第５回東京ふるさと阿武町会

同郷の仲間と集合写真同郷の仲間と集合写真

正しい町章ど～れだ？正しい町章ど～れだ？

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場まちづくり推進課広報統計係（☎2̶3111）　E-mail : machisui@town.abu.lg.jp

海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

in
や
ま
ぐ
ち

海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

in
や
ま
ぐ
ち



　平成29年7月にアメリカ合衆国か
ら来日したミドリ・ゴンザレス先生。
阿武町での1年間の外国語指導助手
（ＡＬＴ）の任期を終え、このたび帰
国することになりました。
　町内の小・中学校での英語の学習や
国際理解教育の活動をとおして、子ど
もたちと楽しくふれあってくださった
ミドリ先生。また、諸行事に積極的に
参加し、大いに盛り上げていただきま
した。今日まで本当にありがとうござ
いました。
　アメリカでの今後のご活躍をお祈り
します。

We will never We will never 
forget your forget your 
smile and smile and 
kindness!kindness!

We will never We will never 
forget your forget your 
smile and smile and 
kindness!kindness!

We will never 
forget your 
smile and 
kindness!

福賀小学校から

Thank you,Midori!Thank you,Midori!Thank you,Midori!Thank you,Midori!Thank you,Midori!
Hey,Midori

Nice  smile! !
So  cute♡

楽しいゲームや海外の行事を
たくさん教えてもらったよ！

We will never 
forget your smile.
We will never 
forget your smile.

15 14

・ミドリ先生の故郷の話を聞けて良かったです。ア
メリカに帰ってもお元気で。またどこかで会えたら
いいなと思います。
・ミドリ先生がいらっしゃると雰囲気が明るくなり
とても楽しく勉強できました。これからもがんばっ
てください。
・いつもすれ違うときに、笑顔で声をかけてくだ
さってとてもうれしかったです。Your smile is very 
nice ! Thank you, Midori.
・ミドリ先生が教室に入るとみんなが明るく元気に
なりました。よい経験と思い出になりました。
・I was happy to listen to Midori’s speeches about 
various events in the United States and yourself. 
Thank you very much for 1 year.
・アメリカに帰国されたときや、日本を旅行された

Thank you,Midori !
阿武中学校から

阿武小学校から

ときに色々なスピーチを聞かせていただきありがと
うございました。英語の時間が楽しみでした。
Ms.Midori, Thank you !
・The thing that I remembered most is your 
speeches. Through them I became interested in 
American events. Thank you very much.
・英語の課題で修学旅行で外国人にインタビューを
する準備の時にアドバイスをして下さってありがと
うございました。
・ミドリ先生のミシガン州のことについてたくさん
のことを教えていただきました。いつかアメリカに
行ったときにミドリ先生の好きなハイキングコース
にも行ってみたいです。

　ミドリ先生といっしょにする授業は、
とても楽しかったです。とくに、英語の
ゲームをいっしょにするのが楽しかった
です。今まで本当にありがとうございま
した。５年　FUKA　TAMASHIMA

いつも、英語の時間に、ぼくたちが知ら
ない英語の言葉を教えてくださって、あ
りがとうございました。
５年　TOMOYUKI　SHIRAMATSU

ミドリ先生と自己しょうかいをしたのが
楽しかったです。今までありがとうござ
いました。５年　SYUNSUKE　ONO

英語ゲームをいっしょにできてうれし
かったです。今までありがとうございま
した。５年　AYANO　MORINAGA

ミドリ先生とした外国語は、とても楽し
かったです。とくに、私がミドリ先生を
呼びに行ったときに、いろいろなことを
質問してくれたことがうれしかったで
す。今までありがとうございました。
６年　TUMUGI　FUJIWARA

ミドリ先生、毎週火曜日にいつも来て、
いろいろなことを教えてくださってあり
がとうございました。ぼくは、３年のと
きから外国語活動をしています。今まで
ありがとうございました。
４年　EITO　KANIYA

今までえいごを教えてくださってありが
とうございました。ほかの国に行っても
元気でいてください。
３年　KENTO　ARAI

ミドリ先生、毎週えいごの発音や何と言
うかを教えてくださってありがとうござ
いました。外国に行ってもがんばってく
ださい。３年　HONO　FUJIWARA

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

ミ
ド
リ
先
生

ミ
ド
リ
先
生

See you again!!See you again!!

　

６
月
２
日
・
３
日
に

平
成
30
年
度
山
口
県
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会

が
柳
井
市
体
育
館
（
バ

タ
フ
ラ
イ
ア
リ
ー
ナ
）

で
開
催
さ
れ
、
3
年
の

高
村
夏
未
さ
ん（
金
社
）

が
所
属
す
る
萩
光
塩
学

院
高
等
学
校
女
子
卓
球

部
が
団
体
の
部
で
初
優

勝
を
果
た
し
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

３
月
の
全
国
大
会
初

出
場
に
続
い
て
の
今
回

の
活
躍
を
受
け
、
保
護
者
や
卓
球
部
O
B
の
方
々
が
後

援
会
を
発
足
。
後
援
会
の
方
か
ら
は
「
３
月
の
全
国
大

会
初
出
場
の
際
に
は
、
皆
様
か
ら
多
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
決
定
も
O
B
や
学
校

関
係
者
の
皆
様
、
ま
た
地
域
の
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
・
力

強
い
応
援
が
支
え
と
な
り
、
全
員
一
丸
と
な
っ
て
掴
ん

だ
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
今
後

も
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
し

ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

全国大会へ挑んだ
高村さん

インターハイ出場を掴んだ女子卓球部のみなさん

萩
光
塩
学
院
高
等
学
校
の

　

女
子
卓
球
部
が

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
決
定
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　昨年10月から、みどり保育園で外国人保育士補助員と
して働いていたキャスリーン・コリンズさん。外国人青
年招致事業の任期が７月末をもって満了となり、このた
び帰国することになりました。
　みどり保育園に常駐し、英語のあいさつや歌、劇など
をとおして英語に親しみ、日常的に異文化に触れる機会
をたくさん作っていただきました。
　カナダに戻られますが、「大好きな日本にまた来た
い」とのこと。キャッツ先生の今後のご活躍、そしてま
た日本で会えることを楽しみにしています。

　昨年10月から、みどり保育園で外国人保育士補助員と
して働いていたキャスリーン・コリンズさん。外国人青
年招致事業の任期が７月末をもって満了となり、このた
び帰国することになりました。
　みどり保育園に常駐し、英語のあいさつや歌、劇など
をとおして英語に親しみ、日常的に異文化に触れる機会
をたくさん作っていただきました。
　カナダに戻られますが、「大好きな日本にまた来た
い」とのこと。キャッツ先生の今後のご活躍、そしてま
た日本で会えることを楽しみにしています。

Thank you very much!!Thank you very much!!
本当にお世話になりました☆本当にお世話になりました☆
Thank you very much!!Thank you very much!!
本当にお世話になりました☆本当にお世話になりました☆
Thank you very much!!
本当にお世話になりました☆

　町では、この秋開催の「山口ゆめ花博」のうち９月１６日（日）の「阿武町デー」に多
くの方が参加され、阿武町を盛り上げ応援してくださるよう、貸切バス３台による送
迎を次のとおり行いますのでご利用ください。
【対　　象】阿武町で前売り入場券を購入された方
【料　　金】１人１，０００円（※未就学児は無料）
【申込窓口】役場本庁出納室または各支所
　　　　　　料金１，０００円を添えて申込みください。先着順です。
　　　　　　乗車の１週間前に乗車券を送付しますので、乗車の際に必ずご持参ください。
【運行日時】平成30年９月16日（日）現地滞在は１０：００～１７：００

山口ゆめ花博「送迎バス」利用のご案内

※宇田郷地区の方は惣郷バス停、奈古地区の方は道の駅バス停でも乗車出来ます。
※他地区のバスにも乗車可能です。

※山口ゆめ花博に関する詳しいことは役場まちづくり推進課（☎２－３１１１）まで

阿武町
デーの
イベント
内容

地　区 台　数 定　員 出発時間 帰着時間 集合場所
宇田郷
福　賀
奈　古

１台

２台

２２人
２３人
９０人

８：００
８：３０
８：００

１９：００
１８：３０
１９：００

うおなの郷前～R315経由～
のうそんセンター
町民センター

【ステージイベント】13:00～15:00
・神楽舞（福賀神楽舞保存会）
・銭太鼓（宇田さくら会）
・フラダンス（ユキ・フラスタジオ・アブ）
・バンド演奏（阿胡スティックス）
・バンド演奏（フォーティ・ラブ）

【森のピクニックゾーン】9:00～17:00
・福賀梨の試食・販売（福賀梨生産組合）
・AbuQuRoづくりワークショップ（ラボ）
・ミニ四駆（アスタ・ベース）
・その他展示、パンフ配付、クイズ等



福
賀
高
齢
者
教
室

〜
交
通
安
全
教
室
・
ブ
タ
と
燃
料
〜

　

福
賀
こ
と
ぶ
き
会
と
福
賀
公
民
館
で

は
、
６
月
22
日（
金
）に
高
齢
者
交
通
安

全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
県
警
本
部

交
通
指
導
課
か
ら
講
師
を
招
き
、
高
齢

者
に
多
く
見
ら
れ
る
交
通
事
故
を
知
る

こ
と
で
、
ど
う
す
れ
ば
事
故
を
防
げ
る

か
を
学
び
ま
し
た
。
高
齢
者
の
死
亡
事

故
の
特
徴
や
、
体
力
や
判
断
不
足
に
よ

る
道
路
横
断
時
の
危
険
性
。
ま
た
バ
イ

ク
や
車
に
乗
る
前
の
チ
ェ
ッ
ク
箇
所
の

合
い
言
葉
「
ブ
タ
と
燃
料
」
（
ブ
レ
ー

キ
・
タ
イ
ヤ
・
灯
火
・
燃
料
）
等
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
実
際
に
起
き
た
認
知
機
能
低
下
に
伴
う
事
故
の

生
々
し
い
話
か
ら
は
、
日
々
運
転
出
来
る
こ
と
を
感
謝

し
、
明
日
は
我
が
身
と
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
日
頃
の
健

康
づ
く
り
と
一
層
の
交
通
安
全
を
心
に
誓
い
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
学
級
移
動
教
室

〜
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
て
〜

福
賀
婦
人
ひ
ま
わ
り
学
級
の
移
動
教
室

を
、
７
月
４
日（
水
）に
長
門
方
面
で

開
催
し
ま
し
た
。
台
風
７
号
の
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
暴
風

雨
の
中
休
み
で
好
天
と
な
り
、
絶
好
の

移
動
教
室
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
日
本

の
美
し
い
場
所
31
選
の
一
つ
、
元
乃
隅

稲
成
神
社
を
皮
切
り
に
、
蒲
鉾
工
場
見

学
で
は
、
萩
よ
り
伝
わ
っ
た
製
造
技
術
に
「
焼
き
抜
き
」

の
技
法
と
知
恵
を
活
か
し
て
、
様
々
な
商
品
が
開
発
さ
れ

て
お
り
、
目
を
見
は
り
ま
し
た
。
金
子
み
す
ゞ
記
念
館
で

は
、
み
す
ゞ
の
詩
の
世
界
を
音
と
光
で
体
感
。
そ
し
て
奇

跡
的
に
青
海
島
観
光
遊
覧
船
に
も
乗
船
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
み
す
ゞ
が
「
仙
崎
八
景
」
の
一
つ
と
し
て
う

た
っ
た
「
花
津
浦
」
を
望
み
な
が
ら
、
豊
か
な
感
情
と
や

さ
し
い
心
に
癒
さ
れ
る
移
動
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
悪
戦
苦
闘

　

６
月
８
日
に
宇
田
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
恒
例
の

宇
田
郷
地
区
職
域
親
睦
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
入
り
の
時
期
に
こ
の
大
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
毎
年

天
候
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
は
前
日
か
ら
の
雨
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
い
た

め
、
屋
内
で
の
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
46
人
の
職
域
の
違
う
皆
さ
ん
で

チ
ー
ム
を
組
ん
で
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
親
睦
を
深
め
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

知
ら
な
い
電
話
に
は
気
を
つ
け
て

　

６
月
12
日
に
第
２
回
宇
田
寿
齢
大
学
を
阿
武
町
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
『
高
齢
者
の
交
通
安
全

と
う
そ
電
話
詐
欺
に
つ
い
て
』
を

萩
警
察
署　

宇
田
郷
駐
在
所　

岡

村
所
長
さ
ん
か
ら
講
義
が
あ
り
ま

し
た
。

　

前
半
は
交
通
安
全
に
つ
い
て
、

後
半
は
う
そ
電
話
詐
欺
な
ど
に
つ

い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
交
え
て
の
講
義

で
し
た
。
夕
暮
れ
時
の
事
故
が
多
く
、
出
歩
く
時
に
は
明

る
い
服
装
、
反
射
材
を
着
用
す
る
よ
う
指
導
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
最
近
あ
っ
た
交
通
事
故
状
況
や
今
年
に
入
っ

て
詐
欺
に
遭
わ
れ
た
例
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
受
講
生
全

員
真
剣
に
岡
村
所
長
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

知
ら
な
い
電
話
は
気
を
付
け
て
疑
っ
て
か
か
り
、
変
だ
と

思
っ
た
ら
迷
わ
ず
最
寄
り
の
駐
在
所
ま
た
は
警
察
署
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
と
話
さ
れ
、
講
義
を
終
了
し
ま
し
た
。

脳トレは楽しくネ遊覧船は久しぶり

梅
雨
の
合
間
に
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

奈
古
地
区
女
性
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

６
月
24
日
、
第
41
回
奈
古
地
区
女
性

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

１
０
０
人
を
超
す
参
加
者
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
全
20
ホ
ー
ル
を

廻
り
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ベ
テ
ラ
ン
の

方
、
毎
年
こ
の
大
会
だ
け
の
方
、
今
回

が
初
め
て
の
方
な
ど
で
し
た
が
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
が
９
人
も
出
る
な
ど
、
楽

し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

★
優　

勝　

緑
組（
西
の
一
、
西
の
二
、
西
の
三
、
釜
屋
）

★
準
優
勝　

白
組（
寺
東
、
東
方
、
市
、
土
、
筒
尾
、
岡
田
橋
）

お
す
す
め
夏
レ
シ
ピ
！
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ

メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
６
月
講
座

　

６
月
25
日
、
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
の
開

講
式
と
６
月
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
今
年
度
の
予
定
を
確

認
。
昨
年
度
と
同
じ
く
、
年
間
６
回
の

講
座
の
う
ち
移
動
教
室
と
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
さ
ん
の
指
導
が
無
い
回
を
１
回
ず
つ

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
講
座
は
「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
お
す

す
め
！！
夏
レ
シ
ピ
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
メ
ニ
ュ
ー
は
カ
ラ
フ
ル
麻
婆
豆

腐
、
切
り
干
し
大
根
の
和
風
サ
ラ
ダ
、

甘
酒
と
う
も
ろ
こ
し
の
冷
た
い
ス
ー

プ
、
豆
腐
白
玉
フ
ル
ー
ツ
入
り
の
４
種

類
で
す
。

　

暑
い
夏
場
に
ぴ
っ
た
り
の
さ
っ
ぱ
り

し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
学
級
生
と
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
の
み
な
さ
ん
で
楽
し
く
調
理
、
会
食
を
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
に
興
味
の
あ
る
方
、
男
女
問
い
ま
せ

ん
。
中
央
公
民
館
、
杉
山
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
２
ー
２
０
４
４

飛び入りでナイスショット！緑組に優勝旗を楽しく調理完成!!

職域を超えて親睦を深める岡村所長の話を傾聴

17
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受動喫煙による周りの人への影響

加熱式たばこを使っておられる方へ
　紙巻きたばこも加熱式たばこも「たばこ」には変わり
ありません。加熱式たばこは紙巻きたばこと比べ少量の
有害物質でも、たばこが関係する病気のリスクが高まる
可能性があるともいわれています。
　ご自身や周囲の方々の健康を気遣われる気持ちを大切
に、禁煙に挑戦されませんか。

禁煙できる方法を一緒に考えます。
下記までご連絡ください。

阿武町役場民生課　保健師
　☎2－3113
萩健康福祉センター　
　☎0838－25－2669

禁煙に挑戦しよう！

　たばこの煙には、多くの成分が含まれていますが、
そのうち発がん性のある化学物質は約70種類です。
　喫煙者本人だけでなく、受動喫煙（自分の意志に
関わらず、たばこの煙を吸わされること）により周
囲の人にも健康への悪影響が及びます。右の図にあ
る病気以外にも、大人への影響では、鼻腔・副鼻腔
がん、乳がん、慢性閉塞性肺疾患（COPD）等が、
妊娠している人へは、低出生体重・胎児発育遅延
が、子どもでは、喘息の発症や虫歯等への因果関係
が大きいといわれています。

資料：厚生労働省最新たばこ情報

※「科学的根拠は、因果関係を推定するのに十分で
ある」といわれているもの
資料：「喫煙と健康　厚生労働省喫煙の健康影響に
関する検討会報告書（平成28年8月）の概要を知
りたい人のために」禁 煙 の 効 果

　長年たばこを吸っていても、禁煙に遅すぎること
はありません。禁煙をすると、早い時期から効果は
現れます。例えば、禁煙して数十分後には脈拍や血
圧が、約半日後には血液中の一酸化炭素濃度が改善
する等です。禁煙の期間が長いほど効果も大きくな
ります。

今から禁煙を始めてみませんか
　「禁煙してみようかな」と思う今がチャンスで
す。結婚や子どもの誕生、就職や引っ越し等の大き
なイベントに合わせて始めることもおすすめです。
前向きな気分で新しい環境に身を置くと、かつての
習慣から遠ざかりやすくなるためです。
禁煙を長続きさせるヒント
○家族や友人等周りの人に宣言する（宣言したこと
で続けようという気持ちが働きます。）
○誰かと一緒に始める（励まし合うことで続きや　
すくなります。）
○禁煙外来を活用する（右図のチェックでニコチン
依存度が高い方ほどおすすめです。医師の指示の
もと、ニコチンパッチや飲み薬を使って禁煙を進
められます。一定の条件に当てはまれば、健康保
険も適用され、成功率が上がります。）
※医療機関は、「山口県　たばこ　医療」で検索で
きます。

受動喫煙が原因で起きる病気

3点2点1点0点

5分以内６～30分31～60分61分後あなたは、朝目覚めてから何分くらいで
最初のたばこを吸いますか

ーーはいいいえ
あなたは、喫煙が禁じられている場所、
たとえば図書館、映画館などでたばこを
我慢するのが難しいと感じますか

ーー
朝起きた
ときの
目覚めの１本

右記以外あなたは、１日の中でどの時間帯のたば
こをやめるのに最も未練がのこりますか

31本以上21～30本11～20本10本以下あなたは、１日何本吸いますか

ーーはいいいえ
あなたは、目覚めて２～３時間以内のほ
うがその後の時間帯よりも頻繁にたばこ
を吸いますか

ーーはいいいえあなたは、病気でほとんど１日寝ている
ときでも、たばこを吸いますか

ニコチン依存度を
　　チェックしてみよう

自分で
チェック

ニコチン
依存度

0 1 2

低い
0～3点

3 4 5 6 7 8 9 10

高い
7～10点

中程度
4～6点
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「若年性認知症や高次脳機能障害」についての
講習会及び個別相談会のお知らせ

◆ 相談会 ◆
【日時】8月18日（土）　9時30分～10時30分
【内容】若年性認知症や高次脳機能障害に関しての
　　　　個別相談を専門スタッフが対応します。
【場所】萩市民館　会議室
　※事前予約制です。8月13日（月）までに、役場民生課 ☎2-3113にお申込みください。
◆ 講習会 ◆
【日時】8月18日(土)　11時～12時
【内容】「もっと知りたい　若年性認知症・高次脳機能障害」
【講師】山口県立こころの医療センター院長　兼行浩史
【場所】萩市民館　小ホール　※事前申込み不要です。

  若年性認知症 をご存知ですか？　～認知症は高齢者だけの病気ではありません～
■どんな病気？■
　記憶力や判断力などの脳の働きが低下し、
日常生活や仕事など普通の生活が困難になる
病気です。65歳未満で発症した認知症のこ
とを言い、誰でも起こりうる脳の病気です。

  高次脳機能障害 をご存知ですか？　～脳の損傷後、以前との違いはありませんか～　
■どんな病気？■
　脳梗塞や脳出血、くも膜下出血などの
病気や交通事故等によって脳が損傷を受
けたことにより生じる病気です。重い障
害を伴わない脳しんとうでも高次脳機能
障害を起こすことが分かっています。

※上記の症状により生活に支障が出るようであれば、高次脳機能障害かもしれません。人によっては、
　普段の生活はそれほど支障がないのに、仕事になるとうまくできない等、限定された場面で症状が表
　面化する場合もあります。

【若年性認知症に関する相談窓口】
　山口県立こころの医療センター　電話：0836-58-2212（平日8時30分～17時15分）
【高次脳機能障害に関する相談窓口】
　山口県立こころの医療センター　電話：0836-58-1218（平日8時30分～17時15分）

堆肥の販売・運搬・散布、堆肥の販売・運搬・散布、
コンバイン刈り取り作業を請け負いますコンバイン刈り取り作業を請け負います

堆肥の販売・運搬・散布、堆肥の販売・運搬・散布、
コンバイン刈り取り作業を請け負いますコンバイン刈り取り作業を請け負います

堆肥の販売・運搬・散布、
コンバイン刈り取り作業を請け負います

【作業内容及び料金】 【申し込み方法】申込書に必要事項を記入し、８
月10日（金）までに下記のいずれかに提出してくだ
さい。

【申し込み・問い合わせ】
・阿武町農業公社（役場経済課内） ☎２－３１１４
・JAあぶらんど萩奈古大井支所 ☎２－３１３１
・JAあぶらんど萩福賀ふれあい店 ☎５－０３１１
・うおなの郷 ☎４－０３１１

作業内容
 堆肥販売・運搬
 堆肥散布（露地）
 堆肥散布（ハウス）
 コンバイン刈取・
籾運搬作業

基本料金
 1t 当／ 3,000円（税込）
 1t 当／ 1,000円（税込）
 1t 当／ 1,500円（税込）

10a当／
17,050円（税別）

※コンバイン刈り取り作業については、時期に
　より対応出来ない場合があります。

大事な約束
を忘れる

仕事で失敗を
繰り返す

金銭管理が
できない

車の運転が
危なくなった

今までと違う

段取りよく行動
できず、戸惑う
ことが多い

忘れっぽくなった。
以前とは様子が違う

ちょっとした
ことががまん
できない

集中力が続かなく
なった。簡単なミス
を繰り返してしまう

参加費無料
気軽にご参

加

ください。



萩
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パ
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モ
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な
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」
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で
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レ
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ン
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モ
ド
ロ
岬
？
戻
ろ
岬
？

　

地
図
を
開
く
と
、
奈
古
と
木
与

の
間
に
「
モ
ド
ロ
岬
」
と
い
う
日

本
海
に
突
き
出
た
岬
が
あ
る
。
陸

か
ら
行
く
こ
と
は
で
き
ず
、
遠
く

か
ら
か
す
か
に
見
え
る
程
度
で
あ

る
。〝
モ
ド
ロ
〞
と
は
な
ん
だ
ろ

う
か
。
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
だ
。

船
で
漁
に
出
た
人
た
ち
が
「
そ
ろ

そ
ろ
戻
ろ
う
か
」
と
い
う
目
印
に

し
て
い
た
こ
と
か
ら
名
前
が
つ
い

た
の
で
は
、
と
い
う
話
も
聞
い

た
。「
戻
ろ
岬
」
と
い
う
こ
と
か
。

な
ぜ
カ
タ
カ
ナ
な
の
か
。
そ
も
そ

も
ど
ん
な
姿
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
な
ぞ
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
。

太
古
の
世
界
が
目
の
前
に

　

昨
年
10
月
、
そ
ん
な
モ
ド
ロ
岬

を
間
近
で
見
る
機
会
を
設
け
た
。

萩
ジ
オ
パ
ー

ク
構
想
の
講

座
の
一
貫

で
、
数
十
名

の
受
講
者
の

方
々
と
一
緒

に
奈
古
か
ら

出
港
し
、
モ

ド
ロ
岬
を
目

指
す
船
旅

【ダニに咬まれないために】
・剪定や草取り等の際には注意する。
・やぶや草むらなど、マダニの生息する場所に入る場合
は、肌の露出を少なくする。

・屋外活動後にはダニに咬まれていないか確認する。
・犬や猫などの動物にダニが付くことがある。除去に
は、目の細かいクシをかけると効果的である。ダニ駆
除薬もありますので獣医師にご相談を。

【ダニに咬まれたら】
・吸血中のダニに気がついた際には、できるだけ医療機
関で処置する。

・ダニに咬まれた後に、発熱等の症状があった場合は、
医療機関を受診する。

ダニ媒介感染症及び蚊媒介感染症予防について
ダニ媒介感染症の予防について 蚊媒介感染症の予防について

～詳しくは下記のホームページもご参照ください～
（１）ダニ媒介感染症について（県環境保健センターホームページ）
　　　http://kanpoken.pref.yamaguchi.lg.jp/jyoho/page9/dani_1.html
（２）蚊媒介感染症について
　　　http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a15200/kansensyou/mosquito_control.html
【問い合わせ】役場 民生課　☎２－３１１３

【蚊に刺されないために】
・扉・窓の開閉時間を短くする。
・蚊が発生する場所に行く場合は、肌の露出
を減らす。

・虫よけ剤や、蚊取り線香などを上手に使
う。

※子ども（特に乳児）への虫よけ剤の使用に
ついては医師にご相談を。

【蚊に刺される前に】
・日本脳炎にはワクチンがあるため、子ども
が定期接種の対象年齢になったら、早め
にワクチンを接種する。

だ
。
モ
ド
ロ
岬
に
た
ど
り
着
く
ま
で

の
間
も
、圧
巻
の
景
観
だ
っ
た
。

海
岸
沿
い
に
続
く
断
崖
絶
壁
の
姿

か
た
ち
が
、移
動
す
る
に
つ
れ
て
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
。
赤

色
や
緑
色
が
か
っ
た
岩
肌
か
と
思

い
き
や
、
そ
の
先
に
は
白
と
赤
紫

色
の
シ
マ
シ
マ
模
様
の
崖
が
見
え

て
く
る
。
こ
れ
ら
は
約
１
億
年

前
、
ま
だ
恐
竜
が
い
た
こ
ろ
に
地

上
に
噴
き
出
し
た
溶
岩
や
、
川
底

に
た
ま
っ
た
砂
と
泥
の
地
層
だ
。

は
る
か
太
古
の
世
界
が
目
の
前
に

広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
感
動
を
覚

え
た
。

　

30
分
ほ
ど
経
っ
た
だ
ろ
う
か
。

い
よ
い
よ
目
的
地
で
あ
る
モ
ド
ロ

岬
が
近
づ
い
た
。
そ
れ
ま
で
と
は

明
ら
か
に
異
な
る
圧
倒
的
に
奇
妙

な
光
景
に
釘
付
け
に
な
っ
た
。
高

さ
40
〜
50
m
は
あ
ろ
う
か
と
い
う

崖
の
一
面
が
、
水
玉
模
様
を
し
て

い
る
で
は
な
い
か
。
白
地
に
黒
の

斑
点
。
一
体
ど
う
し
た
ら
こ
ん
な

岩
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

地
下
で
う
ご
め
く
マ
グ
マ
を
覗
く

　

モ
ド
ロ
岬
は
、
マ
グ
マ
が
冷
え

固
ま
っ
た
岩
石
で
で
き
て
い
る
。

約
8
5
0
0
万
年
前
の
地
下
数
㎞

で
活
動
し
て
い
た
マ
グ
マ
が
、
冷

え
固
ま
っ
た
の
ち
に
隆
起
し
て
陸

地
に
な
っ
た
の
だ
。
水
玉
模
様

は
、
地
下
で
2
種
類
の
マ
グ
マ
が

混
ざ
り
合
お
う
と
し
て
で
き
た
も

の
。
食
卓
で
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を

振
っ
た
と
き
に
油
が
な
か
な
か
混

ざ
ら
ず
に
玉
に
な
る
の
と
同
じ

だ
。
地
下
で
う
ご
め
く
マ
グ
マ
を

見
る
こ
と
な
ど
普
通
は
で
き
な
い

が
、
こ
こ
で
は
そ
の
様
子
を
覗
く

こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

あ
ら
た
め
て
名
前
の
由
来
が
気

に
な
る
。
図
書
館
で
文
献
を
調
べ

て
い
る
と
、
意
外
な
と
こ
ろ
に
ヒ

ン
ト
が
あ
っ
た
。
広
辞
苑
に
〝
モ

ド
ロ
〞
が
載
っ
て
い
た
。
そ
こ
に

は
「
ま
だ
ら
な
さ
ま
」
と
あ
る
。

ま
さ
に
斑
模
様
の
崖
に
ピ
ッ
タ
リ

の
言
葉
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
直

接
の
由
来
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
。
し
か
し
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
そ

の
昔
、
モ
ド
ロ
模
様
の
岩
だ
か

ら
、
そ
ろ
そ
ろ
戻
ろ
う
か
、
と

い
っ
た
会
話
が
船
の
上
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

モドロ岬の由来に迫る

姿かたちがめまぐるしく変わる
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ブロック塀の安全点検方法について
　平成30年６月18日に大阪府北部を震源とする地震により、既設のブロック塀の倒壊による被害が発
生しました。ブロック塀を建築基準法に適合する安全な構造で設置し、適正に維持管理することは所有
者（管理者）の責務です。次の点検項目を確認し、危険性が確認されたブロック塀は、早期に補強する
か、撤去しましょう。

阿武町民間住宅リフォーム資金助成事業追加補助対象工事について
　阿武町民間住宅リフォーム資金助成事業において、ブロック塀等は対象工事から除外していました
が、この度ブロック塀の倒壊で事故が発生したのを踏まえ、公道に面している高さ1.2ｍ以上のブロッ
ク塀を取り壊す場合、又は取り壊した後の設置については、補助の対象としましたのでお知らせしま
す。詳しくは役場施設課まで連絡をお願いします。なお、施行期日は平成30年８月１日からです。
■問い合わせ　役場施設課　☎08388-2-3112

年金のたより

ご存知ですか？ 国民年金ってなんのためにあるの・・・

？ ？

*平成27年度 厚生年金保険・国民年金事業年報 *人口推計（平成28年10月1日現在）総務省統計局 
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遺族基礎年金の新規受給件数（１年間）
交通事故死傷者数（１年間）

*平成29年中の交通事故
死亡者数状況（警察庁） 

※受給権者：年金を受ける権利を持ち、本人の請求により裁定された者。（全額支給停止中の者を含む） 

事故や病気などで
後遺症が残った 

眼や耳、手足などの
状態が悪化した 

一家の働き手が子を
遺して亡くなった 

障害基礎年金  
“まさか”は他人事にあらず。 
２０歳以上の日本人・・・ 

約54人に1人  
が受給権者です。 

障害基礎年金受給権者（１級・２級）*  ２０歳以上の日本人の人口* 約193万人 約１億346万人 

遺族基礎年金 新たな遺族への支給人数は… 
交通事故で亡くなる方の約8.6倍です。 

働き世代にこそ必要な、“まさか”への備えになります。
 納付は毎回欠かさずに。あなたの“今”を支えるための保険です。 

こんな｢まさか｣のとき・・・障がい者・遺族のための年金が支えます。

遺族基礎年金１年間の
新規受給権者数*  

 交通事故死者数*  

約32,000人 

約3,700人 

年金って、老後だけのものですよね。 
毎月納めなくてもいいのでは？ 

□ １.塀の高さは地盤から2.2ｍ以下か。
□ ２.塀の厚さは10cm以上か。（塀の高さが

2ｍ超2.2ｍ以下の場合は15cm以上）
□ ３.塀の長さ3.4ｍ以下ごとに、塀の高さ

の1/5以上突出した控え壁があるか。
（塀の高さが1.2ｍ超の場合）

□ ４.コンクリートの基礎があるか。
□ ５.塀に傾き、ひび割れはないか。
＜専門家に相談しましょう＞
□ ６.・・塀の中に直径９mm以上の鉄筋が、

縦横とも80cm間隔以下で配筋されて
おり、縦筋は壁頂部および基礎の横筋
に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けさ

れているか。
    ・・基礎の根入れ深さは30cm以上か。 

（塀の高さが1.2ｍ超の場合）
【組積造（れんが造、石造、鉄筋のない
  ブロック造）の塀の場合】
□ １.塀の高さは地盤から1.2ｍ以下か。
□ ２.塀の厚さは十分か。
□ ３.塀の長さ４ｍ以下ごとに、塀の厚さの

1.5倍以上突出した控え壁があるか。
□ ４.基礎があるか。　　
□ ５.塀に傾き、ひび割れはないか。
＜専門家に相談しましょう＞
□ ６.基礎の根入れ深さは20cm以上か。根入れ

鉄筋
ひび割れ

高
さ

控え壁

■問い合わせ　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８　役場住民課住民係　☎２－０５００
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後 期 高 齢 者 医 療（75歳以上の方など）
●後期高齢者医療減額認定証の更新のお知らせ
　現在交付されている減額認定証の有効期限は、平成３０年７月３１日までとなっています。
　現在、減額認定証をお持ちで平成３０年８月以降の認定区分が「区分Ⅰ」※１または「区分Ⅱ」※２に該当す
る方には、平成３０年７月３１日までに新しい減額認定証を郵送します。
　お手元に届きましたら、平成３０年８月１日から医療機関へご提示ください。
　なお、現在お持ちの減額認定証は８月１日以降使用できませんので、各自で処分してください（返却の必
要はありません）。
※１　区分Ⅰ：世帯の全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（年金収入は控除額を80万円

として計算します）または老齢福祉年金受給者
※２　区分Ⅱ：世帯の全員が住民税非課税（区分Ⅰに該当する方を除く）
　限度額認定証の交付を受けるには申請が必要です。随時受け付けておりますので、役場民生課または各支
所の窓口で手続きをしてください。

●現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方へ
　過去１年間の入院日数が91日以上の場合、入院時の食事代がさらに減額となります。再度、申請が必要
となりますので、役場民生課または各支所の窓口で手続きしてください。
　［申請に必要なもの］①後期高齢者医療制度の被保険者証
　　　　　　　　　　　②現在交付されている減額認定証（区分Ⅱ）
　　　　　　　　　　　③病院の領収書など91日以上の入院日数の分かる書類

◆問い合わせ　役場民生課　☎２－３１１3　山口県後期高齢者医療広域連合　☎０８３－９２１－７１１１

●70歳になると自己負担割合や自己負担限度額が変わります。
　70歳以上74歳の方には、所得などに応じて自己負担割合が記載された「高齢受給者証」が交付されま
す。適用は70歳の誕生日の翌月（１日が誕生日の人はその月）から75歳の誕生日の前日までです。
　お医者さんにかかるときは、「保険証」と「高齢受給者証」を必ず提示してください。

■自己負担割合
負担割合
１割

２割

３割

所得区分
ー
一　般

低所得Ⅱ･Ⅰ

対象となる方
昭和19年４月１日以前に生まれた方

昭和19年４月２日以降に生まれた方

現役並み所得者

●交通事故にあったときは必ず届出を！
　交通事故など第三者の行為によってけがや病気になった場合でも、届出をすることによって国民健康保険
や後期高齢者医療で診療を受けることができます。ただし、加害者から治療費を受け取ったり、示談をすま
せたりすると、国民健康保険が使えなくなることがあります。
●申請方法：「保険証」、「印鑑」、「事故証明書」（後日でも可）、「個人番号（通知）カード」、「本人確認書類
　（写真付公的身分証）」を持参の上、役場民生課または各支所へ「第三者行為による傷病届」を提出。

●医療費が高額になったときは・・・？
　医療費の自己負担が高額になったとき、申請により限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。
町では、該当と思われる被保険者の方へ診療月の約３ヶ月後に申請勧奨を行っており、申請には医療費を支
払ったことの分かる「領収書の写し」等が必要です。該当となると思われる方は、領収書の保管をお願いし
ます。
●申請方法：「保険証」、「印鑑」、「領収書」、「個人番号（通知）カード」、「本人確認書類（写真付公的身分
証）」を持参の上、役場民生課または各支所へ「高額療養費支給申請書」を提出。
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保険証を更新します
　現在交付している「国民健康保険被保険者証」及び「後期高齢者医療被保険者証」は有効期限が７月31
日までとなっています。８月１日からご使用になれる新しい保険証を７月下旬までに簡易書留でお送りしま
す。（※古い保険証は、８月１日以降は使えませんので各自で処分するか、役場民生課または各支所まで返
却してください。）
　★国民健康保険　被保険者証（カード）は、緑色となります。（退職者は 退 の印が押されています。）
　　　　　　　　　　※70歳から74歳の方には「高齢受給者証」（白色）も併せて送付します。
　★後期高齢者医療　被保険者証は緑色となります。

国 民 健 康 保 険（74歳までの方）
●入院したときは、限度額認定証などの提示を忘れずに
◎外来で医療費の自己負担が高額になる方も、「限度額適用認定証」が使えます。
　あらかじめ役場窓口で申請し、交付された「限度額適用認定証」（住民税非課税世帯、低所得者Ⅰ･Ⅱの
方は「限度額適用・標準負担額認定証」）を医療機関の窓口に提示すれば、それぞれの限度額までの窓口負
担となります。　※保険税を滞納していると認定証が交付されない場合があります。
※認定証の有効期限は毎年７月31日までです。期限到達後も必要な方は８月１日以降に更新申請をしてく
ださい。
●申請(更新)方法：「保険証」、「印鑑」、「個人番号(通知)カード」、「本人確認書類（写真付公的身分証）」、
（※更新の場合「限度額認定証」）を持参の上、「認定申請書」を役場民生課または各支所へ提出。

●入院したときの食事代
　入院したときは、診療や薬にかかる費用とは別
に、食事代として次の標準負担額を支払います。
　入院したときの食事代の標準負担額（１食あたり）

460円※

210円
１６０円
100円

過去１２か月で９０日までの入院
過去１２か月で９０日を超える入院

現役並み所得者
一　般

低所得Ⅱ

平成30年４月から

低所得者Ⅰ

■70歳未満の方の自己負担限度額（月額）

ア

イ

ウ

エ

オ
※１　過去12か月間に同じ世帯で高額療養費の支給が４回

以上あった場合の４回目以降の限度額。

〇８月から翌年７月までの１年間の自己負担額の上限となり
ます。
〇多数回該当とは、過去12か月に同じ世帯で高額療養費の
支給が４回以上あった場合の、４回目から適用される限度
額です。
〇現役並み所得者：課税所得145万円以上の方（70歳～
74歳の方）などが同じ世帯にいる方。申請により所得区
分が「一般」となる場合もあります。
〇一　般：現役並み所得者、低所得のいずれかにも該当しな
い方。
〇低所得者Ⅱ：住民税非課税世帯に属し、低所得Ⅰに該当し
ない方。
〇低所得者Ⅰ：住民税非課税世帯に属し、世帯の所得が年金
収入80万円以下などの方。

〇低所得者Ⅰ・Ⅱの方は、「限度額適用・標準負担額減額認 
　定証」か「標準負担額減額認定証」が必要です。　
※一部２６０円の場合があります。

所得区分 ３回目まで ４回目以降※1
基礎控除後の所
得が901万円超
基礎控除後の所
得が600万円超
～901万円以下
基礎控除後の所
得が210万円超
～600万円以下
基礎控除後の所得が
210万円以下（住民
税非課税世帯を除く）
住民税非課税

252,600円＋（総医
療費－842,000円）×１％
167,400円＋（総医
療費－558,000円）
×１％
80,100円＋（総医
療費－267,000円）
×１％

　　 57,600円

　　 35,400円

140,100円

93,000円

44,400円

44,400円

24,600円

■70歳以上74歳の方の自己負担限度額（月額）
（平成30年８月～）
所得区分 外来（個人単位）外来＋入院（世帯単位）
現役並みⅢ
課税所得
690万円以上

低所得 Ⅱ
Ⅰ

18,000円※
（年間上限144,000円）

57,600円
（多数回該当：44,400円）

8,000円 24,600円
15,000円

252,600円＋
（総医療費－842,000円)×1%
〈多数回該当：140,100円〉

現役並みⅡ
課税所得380万円以上
690万円未満

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×1%
〈多数回該当：93,000円〉

現役並みⅠ
課税所得145万円以上
380万円未満

一般

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×1%
＜多数回該当：44,400円＞

国民健康保険及び
後期高齢者医療の対象の方



24

　介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、介護医療院や短期入所（ショートステイ）
を利用する方の食費・部屋代については、ご本人による負担が原則ですが、次の負担限度額認定要件に該当
する方については、所得に応じた負担限度額までを自己負担し、残りの費用については阿武町が介護（予防）
サービス費として施設に支払うことで、負担の軽減を行います。
　この負担軽減を受けるためには、負担限度額認定の申請を行い、交付される
「負担限度額認定証」を入所する施設に提示する必要があります。

負担限度額の認定要件
●世帯全員（世帯を別にする配偶者を含む）が平成30年度市町村民税非課税であること。
●預貯金等の資産が単身で1,000万円、配偶者がいる場合は合わせて2,000万円以下であること。

※申請にあたっては、預貯金通帳の写し等の資産の状況が確認できる書類の添付が必要となります。

＜申請時の留意事項＞
　負担限度額認定証の交付を受けた場合であっても、その後預貯金等の資産が要件を超えた場合には、負担
軽減が受けられなくなりますので、必ずお申し出ください。

◆問い合わせ　役場民生課　介護福祉係　☎２－３１１５

「介護保険負担限度額認定」申請のお知らせ

　平成30年８月からの介護保険制度の改正についてお知らせします。
一定以上所得者の利用者負担割合の見直し
●現在、介護サービスを利用する場合には、費用の一定割合を利用者の方にご負担いただいております。こ
の利用者負担割合について、これまでは１割又は一定以上所得がある方は２割としていましたが、８月か
ら65歳以上の方（第１号被保険者）で現役並みの所得のある方は３割に引き上げられます。
●要支援・要介護認定を受けておられる方全員に、７月末までに利用者負担の割合（１割～３割）を記載し
た「介護保険負担割合証」を送付しますので、介護サービスを利用されるときは必ず「介護保険被保険者
証（薄緑色）」と「介護保険負担割合証（緑色）」をサービス提供事業者に提示してください。
※３割負担となる対象者・・
　①本人の合計所得金額が220万円以上
　②「年金収入＋その他の合計所得金額」が単身世帯で340万円以上、または２人以上世帯で463万円以上

◆問い合わせ　役場民生課　介護福祉係　☎２－３１１５

平成30年8月からの介護保険制度の改正ついて

　現在建設中の、阿武町高齢者福祉複合施設の名称募集にご応募いただき、誠にありがとうございました。
　県内外の皆様から多数のご応募をいただき、応募総数154件の中から、厳正なる選考会議の結果、名称
を「いらお苑」と決定し、さる６月２７日の阿武町議会にて
議決されました。
　「いらお苑」は、高齢者の福祉施設を中心とした複合施設
です。介護サービス、介護予防、地域の皆様との交流ができ
る場も設けられており、施設利用者と地域の皆様との交流も
拡がるとともに、住み慣れた地域でいつまでも安心して暮ら
していただくため、更なるご支援を頂きますようお願いしま
す。

◆問い合わせ　役場民生課　介護福祉係　☎２－３１１５

高齢者福祉複合施設の名称「いらお苑」に決定！

平成30年8月以降
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〇当日はKRYの中継、萩ケーブル
ネットワークによる実況中継、道
の駅特設会場でのイベント等で混
雑することが予想されます。交通
規制等にご注意ください。
〇今大会のエントリー選手一覧を広
報チラシにて紹介しています。メ
イン会場や沿道からの温かい声援
をよろしくお願いします。
　（特に、名前を呼ばれての声援が
選手はうれしいです！）
〇当日の詳しい日程や会場について
は、広報チラシをご覧ください。

閉会セレモニーではもちまき大会！

■問い合わせ
　阿武町教育委員会　☎２－０５０１

第１回ABU
スイムラン大会に
関するお願い

スポーツで人とまちの元気を育てる！ N0.2

われら！

　阿武小の学年PTAの役員さんから「学年レクをやりたいんですけど～」との相談がありました。阿武町
には大人も子どもも楽しめるニュースポーツが多種あり、準備や行い方まで指導してくれるスポーツ推進委
員がいます！６月２４日（日）の阿武小５年の学年レクではスポーツ推進委員２人がカローリングとラダーゲ
ッターを児童・保護者にレクチャーしました。そして、初めてのニュースポーツをみんなで楽しむことがで
きました。
　学年レクや職場レク、地域活動やサロンなどでニュースポーツやレクリエーションをやってみませんか？
準備から指導までスポーツ推進委員が無料でお手伝いしますよ。
　ご相談やご要望は阿武町教育委員会（☎2-0501）までご連絡ください。
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▼
日
時　

８
月
1
日（
水
）午
前
９

時
〜
12
時

▼
場
所　

役
場　

小
会
議
室

▼
相
談
員　

生
活
困
窮
者
自
立
相

談
支
援
員

▼
内
容　

生
活
に
困
っ
て
い
る
、

仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、
将
来

が
不
安
、
病
気
で
働
け
な
い
等

お
困
り
ご
と
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
一
緒
に
考
え
、
解
決
へ

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

※
事
前
予
約
制
（
前
日
ま
で
）

▼
申
し
込
み　

役
場
民
生
課

　

☎
２
―
３
１
１
５

【
消
防
法
令
改
正
に
つ
い
て
の
お

知
ら
せ
】

　

平
成
28
年
12
月
22
日
に
、
新
潟

県
糸
魚
川
市
で
発
生
し
た
大
規
模

火
災
を
受
け
、
平
成
31
年
10
月
１

日
か
ら
延
べ
面
積
1
5
0
平
方
メ

ー
ト
ル
未
満
の
飲
食
店
に
対
し
、

消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。

■
新
た
に
消
火
器
が
必
要
と
な
る

　

飲
食
店
に
つ
い
て

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
飲
食

店
は
、
消
火
器
の
設
置
が
義
務
と

な
り
ま
す
。

お し ら せお し ら せ

休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）萩市弥富診療センター 弥　富 08387-8-2311

休日当番医

緊急の場合は１１９番

萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。

日曜日、祝日、年末年始は休日急患診療センターへ
☎0838-26-1397（内科・外科・小児科・歯科）

☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

 7 /22㊐
 7 /29㊐
 8 / 5㊐
 8 /11㊏
 8 /12㊐
 8 /19㊐

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ

生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
よ
る
相
談
会

飲
食
店
を
営
業

　

さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

お
知
ら
せ

上
京
し　

初
め
て
気
付
い
た　

無
償
の
愛

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と

　接種可能な予防接種は受けておられますか？
　特に、日本脳炎は接種を控えていた時期があ
るため、平成7年度～平成18年度生まれの方は、
接種の機会を逃している可能性があります。
　また、二種混合やMR2期（年長児）のよう
に対象年齢が決まっている種類もあります。
　小学生以上の子どもさんは、夏休み期間を利
用されるなど、予防接種は比較的感染症の少な
い春から秋の間になるべく受けましょう。
　この機会にぜひ、母子健康手帳
の予防接種欄を確認され、未接種
の予防接種を受けましょう。
　なお、予診票をお持ちでない方
は、役場民生課窓口までお越しい
ただくか、下記までご連絡ください。
問い合わせ　役場民生課 保健師　☎2-3113

予防接種の受け忘れは
ありませんか？

　７月から阿武町暮らし支援センターの一部施設
利用の際に料金がかかるようになりました。
（１階エントランスの利用は
無料です。）
　利用は、これまでどおりセ
ンターまで事前に申請をお願
いします。

※営利目的の場合は、10割増となります。
●問い合わせ
　阿武町暮らし支援センター shiBano ☎２－３３８８
　役場まちづくり推進課　☎２－３１１１

阿武町暮らし支援センター
shiBanoの利用料金について

階数

１階

２階

利用単位
展示コーナー
厨　房

コワーキングスペース
会議室

１時間当たり
－
200円
100円
200円

１日当たり
200円
1,000円
500円
1,000円

１月当たり
－
－

4,000円
－

①
延
べ
面
積
が
１
５
０
平
方
メ
ー

ト
ル
未
満　

※
１
５
０
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
場
合
は
、
従
前

か
ら
設
置
が
必
要
で
す
。

②
業
と
し
て
飲
食
物
を
提
供
す
る

た
め
、
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
を
使

用
す
る
設
備
又
は
器
具
を
設
け

て
い
る
。
※
コ
ン
ロ
な
ど
の
火

を
使
用
す
る
設
備
又
は
器
具

に
、
防
火
上
有
効
な
措
置
（
調

理
油
過
熱
防
止
装
置
な
ど
）
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
消

火
器
の
設
置
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

■
消
防
用
設
備
等
の
点
検
・
報
告

　

に
つ
い
て

　

今
回
の
消
防
法
令
改
正
に
よ

り
、
新
た
に
設
置
し
た
消
火
器

は
、
６
ヶ
月
ご
と
に
点
検
し
、
１

年
に
１
回
消
防
に
点
検
の
報
告
を

す
る
こ
と
が
義
務
と
な
り
ま
す
。

※
消
火
器
の
設
置
義
務
が
な
く
て

　

も
万
が
一
に
備
え
、
消
火
器
を

　

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

〒
７
５
８
―
０

０
４
１　

萩
市
江
向
４
２
８
―

２　

萩
市
消
防
本
部
予
防
課　

☎
０
８
３
８
―
25
―
２
７
９
８
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女
と
男
の
一
行
詩

参
観
日　

「
来
た
こ
と
あ
る
の
？
」　

お
父
さ
ん

ひ
と

ひ
と 日 曜 行　　　事　　　予　　　定

1

2

3

4

5

6

7
8
9
10
13

14

15
16
17

18

19
20

21

22

23

24
26
27
28
30

水

木

金

土

日

月

火
水
木
金
月

火

水
木
金

土

日
月

火

水

木

金
日
月
火
木

8月

阿武町の人口と世帯数 （6月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,244（－4 ）

　558（－4 ）

554（－3 ）

3,342（－11）

1,042（－1 ）

　269（－1 ）

　284（－4 ）

1,595（－6 ）

転入　 3

転出　 6

出生　 0

死亡　 8

6月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

113
（86）
5
（1）

9
（9）
0
（3）

0
（0）
0
（0）

0
（2）

9
（7）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

求人数 年齢 賃　　金 業　　種会　社　名
１人
１人
１人
１人
１人

不問
59歳以下
不問
不問

65歳以下

161,600円
208,050円～
150,000円～
154,800円
時給861円

介護支援専門員（産休代替）
林業作業員

接客及び調理補助（ダイニングカフェ８４６）
各種蛇腹製造工

魚貝類等の種苗生産（随時）

社会福祉法人　阿武町社会福祉協議会
有限会社　吉岡土建

株式会社　八代峰月堂（ポ・ヤシロ）
株式会社　ナベル山口工場

山口県外海第二栽培漁業センター（奈古地区筒尾）

町内の求人情報7月分 7月10日現在（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）
●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

議会全員協議会　9:00【委員会室】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
萩ジオパーク構想現地審査協議会ヒアリング　10:30【萩市役所】
萩ジオパーク構想現地審査講評　13:20【萩市役所】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
メンズキッチン　9:30【町民センター】
奈古子ども会盆踊り練習　10:00【町民センター】
奈古婦人会盆踊り練習　19:00【町民センター】
阿武町町P連研修会　10:00【町民センター多目的ホール】
田中正也子ども限定ミニコンサート　13:00【町民センター文化ホール】
田中正也プレミアムコンサート　15:00【町民センター文化ホール】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小学校グラウンド】
奈古グラウンドゴルフ　9:00【阿武小グラウンド】
ブラックボトムブラスバンドライヴ　18:00【町民センター】
介護者の集い　10:00【のうそんセンター】
はかりの定期検査　10:00【のうそんセンター】
はかりの定期検査　11:30【宇田郷支所】
はかりの定期検査　13:00【役場本庁】
たなばた会　10:45【みどり保育園】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
宇田郷ストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
キャラバンメイト勉強会　9:30【町民センター】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
奈古地区自治会親睦ソフトボール大会　7:30【町民グラウンド他】
福ＢＯＮまつり・納涼花火大会　18:00【のうそんセンター駐車場】
宇田郷盆踊り大会　19:30【ふれあいセンター】
宇田郷地区ふれあい球技大会　8:00【ふれあいグラウンドほか】
奈古地区盆踊り大会　20:00【ふれあいタウンL駐車場】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
福賀月例ボウリング大会　19:30【ユーズボウル萩】
福賀子ども会野外交歓大会　9:00【福賀小学校体育館】
福賀子育連花壇審査　11:00【福賀地区内】
住民福祉講座　14:00【町民センター】
奈古地区子ども会大会　9:30【阿武小中グラウンド他】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
無料法律相談会　10:00【町民センター】
食改役員会　9:00【役場大会議室】
誕生会　10:45【みどり保育園】
宇田郷地区生涯スポーツ推進会議　19:30【ふれあいセンター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
介護家族のおしゃべり勉強会　10:00【町民センター】
職域ソフトボール大会（～23日）　18:00【町民グラウンド他】
宇田郷ストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】
萩交通安全協会福賀分会 法令講習会　17:00【のうそんセンター】
宇田スリッパ卓球大会　19:00【ふれあいセンター】
福賀ステップ運動教室　13:30【のうそんセンター】
宇田郷地区自治会長・公民館担当者等会議　19:30【ふれあいセンター】
福賀小学校環境整備作業　7:20【福賀小学校グラウンド】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場1階相談室】
保育園避難訓練・交通安全指導　10:45【みどり保育園】
ひよこクラブ　9:45【ほっとハウスみどり】

　あぶ町食育しあわせプラン実行委員会では、
地産地消をすすめ、阿武町の地元食材をみんな
でおいしく食べるために、子どもたちのアイデ
ア料理を募集します！優秀作品は、みんなの学
校給食で献立になったり、町内のお店でメニュ
ー化されるという特典つきです。
　応募者全員に参加賞があります。夏休みに親
子でアイデア料理を考えてぜひご応募ください
！たくさんのご応募をお待ちしています！
★町外の中学校へ通学されている方は阿武町ホ
ームページから応募用紙をダウンロードしてく
ださい。

■応募料理　①阿武町産の野菜１２０ｇ（１食で
摂りたい野菜量）がたっぷりとれるメニュー
②応募料理はごはん（主食）、おかず（主菜、
副菜、汁物）、デザートで本人のオリジナル
レシピで、１人何品でも応募可能　③材料費
は４人分１,６００円以内で、1時間以内ででき
る料理　④各学校から配布された応募用紙に
記入し、写真を１枚添付または下記アドレス
までデータでお送りください
　（minsei05@town.abu.lg.jp）
■応募〆切　９月３日（月）各学校または役場民
生課まで提出
■選考方法　１次審査：書類審査　２次審査：
実際に料理を作り、試食審査（10月13日
（土）町民センター）
■審査発表　１０月下旬予定
■表彰式　後日、受賞者には文書にてご連絡。
最優秀賞受賞者には賞品をプレゼント。

阿武町の子どもたちの
“アイデア料理”大募集！

詳しくは、役場民生課「アイデア料理コンテ
スト」係　☎２－３１１３（担当：石川）

“食べることは一生大事！” 心と体を育てます！

すばらしいみんなのアイデアを形に！

今年のテーマは「阿武町産野菜１２０ｇとろう！」



［材料（４人分）］
鶏もも肉 １２０ｇ
にんにく １／２片
玉ねぎ ４０ｇ
人参 ３０ｇ
しめじ ２０ｇ
オクラ ２０ｇ
ズッキーニ（黄・緑）
 ８０ｇずつ
［作り方］
①鶏もも肉は一口大の大き
さに切る。にんにく、玉
ねぎは粗いみじん切りに
する。人参はいちょう切
りに、しめじは石づきを取って小房に分けてお
く。オクラは１センチの大きさに切る。ズッキー
ニは１センチの輪切りにする。黄パプリカは乱切
りにする。水煮大豆は水気をきっておく。トマト
とトマト缶はざく切りにする。
② 鍋を熱して鶏もも肉は皮面を下にして焼き色をつ
けて脂が出てから、にんにくと玉ねぎを入れて炒
める。
③ ②に人参、しめじ、ズッキーニ、黄パプリカ、水
煮大豆を入れてトマトとトマト缶を加えてから煮
込む。
④ ③を塩、こしょう、砂糖を加えて味をととのえ、
野菜に火が通ったら最後にオクラを加えてひと混
ぜして、さっと煮込んでから器に盛る。

※夏野菜が苦手な子どもさんにもおすすめのラタ
トゥイユです！
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次回定例会は７月２３日（月）１９：００～
町民センター 講座室です

◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3111

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

●コメント：いつも歩いている海岸から海に船と一
緒に車が見え、不思議な風景に思わずシャッターを
切りました。

●コメント：仏教で「彼岸」は涅槃（ねはん）の意。
朝日に輝く無数の夜露は、俗世を憂いた花の涙。

会員作品紹介

私 の 一 品

タ
イ
ト
ル

「
い
つ
も
の
場
所
で
」

大
野　

玲
子
（
西
の
一
）

タ
イ
ト
ル「
彼
岸
花
」

小
野　

宏
修
（
土
）

「旬の野菜たっぷりおすすめレシピ！」より

夏野菜ラタトゥイユ

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

市　　末若ゆり子さん

黄パプリカ ３０ｇ
水煮大豆 ２０ｇ
トマト ６０ｇ
トマト缶 大１缶
塩、こしょう 少々
砂糖 小さじ１

７
月
22
日（
日
） 

午
後
７
時
〜　

の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー

７
月
23
日（
月
） 

午
後
７
時
〜　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課　

☎
２
ー
３
１
１
０

第
2
回
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
住
民
説
明
会


	表紙
	平成30年　第3回議会定例会
	第3回議会定例会/主要地方道益田阿武線完成式典
	イージス・アショアってなに？
	イージス・アショアに関するこれまでの流れと住民の声
	まちづくり懇談会
	まちづくり懇談会
	議会だより67
	議会だより67
	議会だより67
	第１回企業誘致推進会議/地域おこし協力隊募集イベント
	まちの話題
	まちの話題
	ありがとうミドリ先生
	キャッツ先生任期満了/山口ゆめ花博「送迎バス」
	公民館だより
	ハッピーあぶ町
	「若年性認知症や高次脳機能障害」についての講習会及び個別相談会/堆肥の販売・運搬・散布、コンバイン刈り取り作業を請け負います
	ジオパークコラム/ダニ媒介感染症及び蚊媒介感染症予防について
	年金のたより/ブロック塀の安全点検方法について
	後期高齢者医療
	国民健康保健
	高齢者福祉複合施設の名称「いらお苑」に決定！/「介護保険負担限度額認定」申請/介護保険制度の改正
	阿武町生涯スポーツ/第１回ABUスイムラン大会
	おしらせ/休日当番医
	明日のページ/求人/人口/事故
	あぶフォト倶楽部/おすすめ料理/俳句



